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歯、
プランの策定に当たって

綴

鐘放課:愛子とも ﾗﾝα･号と趣
近年、本格的な人口減少社会の到来、少子化や核家族化の急速な進行、女性の就労

の増加や家族形態の多様化等に伴い､子どもを取り巻く環境は大きく変化しています。

また､地域のつながりの希薄化､子どもの遊び場の減少なども社会問題となっており、

地域、家庭の教育力の低下も指摘されています。さらには、子どもを狙った犯罪や事

故も後を絶たず、放課後における子どもの安全・安心な居場所の確保という観点から

も、子どもの放課後への社会的な関心力高まっています。

千葉市においては、「千葉市こどもプラン」（平成27年度～平成31年度）を策定

し、「こどもを産み育てたい、こどもがここで育ちたいと思うまち『ちぱ』の実現」を

基本理念とし、すべての子どもと子育て家庭への支援、青少年や若者に対する支援等

を総合的に推進してきました。その中で、放課後の遊び及び生活の場を提供し、様々

な体験活動や地域交流の場を作るために、子どもルーム及び放課後子ども教室の充実

に取り組んでいます。

そのような中、国では、文部科学省と厚生労働省が連携し、共働き家庭等の「小1

の壁（保育所と比べると放課後児童クラブの定員不足や開所時間が短いため、子ども

が小学校に入学すると､これまで勤めてきた仕事を辞めざるを得ない状況となること)」

の打破、次代を担う人材の育成の観点から、すべての就学児童が放課後を安心・安全

に過ごし､多様な体験･活動を行うことができるよう､｢新･放課後子ども総合プラン」

を策定し、取組み存祥准することとしています。

このような背景を踏まえ､放課後施策を総合的･計画的に推進するため､新たに｢千

葉市放課後子どもプラン」を策定しました。



口霧計画の位置つけ
（1 ）国の放課後子ども総合プランについて

共働き家庭等の｢小1の壁｣を打破するとともに､次代を担う人材を育成するため、

すべての児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことができ

るよう、文部科学省と厚生労働省が連携のもと、平成26年に「放課後子ども総合プ

ラン」が策定され、「放課後児童クラブ（子どもルーム)」と「放課後子ども教室」の

一体的な実施を中心に、両事業の計画的な整備が進められてきました。

平成30年に､この取組みをさらに推進させるため､｢新･放課後子ども総合プラン」

が策定され、国全体の目標を定めるとともに、市町村には行動計画等を策定すること

を求めています。
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1 〔国全体の目標〕

i O2021年度末までに､放課後児童クラブについて､約25万人分を整備し、 i
2023年度末までに計約30万人分の受け皿を整備

： ◎全ての小学校区で､両事業を一体的に又は連携して実施し､うち小学校内 ｜
で－体型として1万箇所以上で実施することを目指す

； ◎両事業を新たに整備等する場合には､学校施設を徹底的に活用することと ！

し、新たに開設する放課後児童クラブの約80%を小学校内で実施するこ i
とを目指す 等 i

ー..－－－．－．－”---ローロマーーー”－－－－－－－－－．守一.-..-.－－．－－－．．－凸.､-.--..申一一J

〔市町村行動計画等に盛り込むべき内容〕

◎放課後児童クラブの年度ごとの量の見込み及び目標整備量

。－体型の放課後児菫クラブ及び放課後子供教室の2023年度に達成され
るべき目標事業量

◎放課後子供教室の2023年度までの実施計画

◎放課後児童クラブ及び放課後子供教室の一体的な､又は連携による実施に
関する具体的な方策

◎小学校の余裕教室等の活用に関する具体的な方策

◎教育委員会と福祉部局の具体的な連携に関する方策 等
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（2）本市の計画行政における位置づけ

本計画は、「千葉市新基本計画」舂卜{ｳ計画とする、「千葉市学校教育推進計画｣、「千

葉市生涯学習推進計画｣、「千葉市こどもプラン」等の個別部門計画と整合を図りなが

ら､放課後施策を総合的･計画的に推進するための行動計画として策定するものです。

図表1 関連計画との位置づけ
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露計画期間
2019年度(平成31年度)から2023年度までの5年間とし､中間年である2021

年度に見直しを行います。

図表2計画の期間

⑳ 計画の対象

市内に在住､または市内小学校に通う小学生を対象とする放課後関連施策とします。
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衝
放課後に関する現状と課題

縦

鋤放課後子ども教室(教育委員会）
放課後子ども教室は、小学生が地域社会の中で心豊かで健やかに育まれるよう、地

域住民や保護者の方々の参画を得て、放課後等に小学校の余裕教室、体育館、校庭等

を使用して、学習やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交流活動等を行う事業で

す。

保護者や地域住民を中心に、社会教育関係、児童福祉関係、学校の先生など、協力

者の方々で構成する地域主体の実行委員会によって運営古れる「実行委員会方式」を

基本としていますが､モデル校として選定した小学校を対象に､教育委員会内に配置

した「総合コーディネーター」が実行委員会を支援して多様なプログラムを提供する、

「活動支援型モデル事業」も展開しています。

（1 ）現状

ア実行委員会方式

保護者や地域住民などの参画を得て実施していますが、高齢化や共働き世帯の増加

等により担い手が不足しており、登録児童数や実施日数は減少傾向にあります。

また、特別支援学級の増加や統廃合等の学校盾E配置の推進、子どもルームとして

の活用が推進されてきたことにより､市全体として余裕教室数が減少してきたことや、

授業時間の増加により、放課後の活動時間や場所の確保が困難となっています。
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図表3放課後子ども教室実施状況

※延＝延べ人数重複を含む参加人数

円小字夜における過去1U年間の余裕教＝教C
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露鍵 (需唖癖鰹隠饒賦

蕊専園輝礒薗睡蔭園

担い手不足から事業の実施が困難な学校もあり、保護者の協力が児童の参加条件と

なっている学校もあります。また、安定して運営できるよう、放課後子ども教室のコ

ーディネーターをPTAや保護者会の役職の－つとして位置付けている学校も多くあ

ります。人材の確保と同様に、プログラムの企画もコーディネーターの大きな負担と

なっています。

国の「新・放課後子ども総合プラン」では、放課後児童クラブ（子どもルーム）と

の連携を推進することとしていますが、アンケート調査の結果からは、本市では半数

以上の学校で両事業が特に連携はしていないことがわかります。（図表5－2参照）
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2009年度

(平成21年度）
120校

7,026人

(延103,603人）

5,415人

(延30, 634人）
23. 1日 52, 941人 13.3%

2010年度

(平成22年度）
120校

6,959人

(延107,795人）

4,891人

(延29, 291人）
24. 1日 52,848人 13.2%

2011年度

(平成23年度
117校

6,859人

(延101,731人）

4,965人

(延26，443人）
22.3日 52,569人 13.3%

2012年度

(平成24年度
116校

6,545人

(延103,419人）

4,914人

(延26，523人）
22.2日 51,731人 12.7%

2013年度

(平成25年度
113校

6,542人

(延92，474人）

4,704人

(延24，522人）
21.2日 51,037人 12.8%

2014年度

(平成26年度）
112校

6,447人

(延92，358人）

5, 080人

(延24,617人）
21_2日 50,518人 12.8%

2015年度

(平成27年度）
112校

6,067人

(延88，572人）

4, 755人

(延22，573人）
20.2日 49,681人 12.2%

2016年度

(平成28年度）
112校

6,745人

(延98，366人）

5,200人

(延21, 260人）
19.8日 49,318人 13.7%

2017年度

(平成29年度）
110校

6,922人

(延94,551人）

5,080人

(延20, 166人）
19_8日 48,535人 14.3%



､

1

コーディネーター対象アンケート（2017年度〔平成29年度〕実施）

※回答校105校

図表5－1 参加にあたっての条件
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子どもルームの入所児童は不可としてい

る ！

11．4その他

図表5－2子どもルームとの連携
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年に数同琵宣､児童の送迎や状況等につ

いて情報提供等を行なっている

両事業に登録している児童の送迎等につ

いて協講は行なっている
10．5

情報共有や打合せ等のほか､共同で行う

活動がある

放課後子ども教室の活動日等で、日常的

に､情報共有等を図っている,

日常的な情報共有などに加え､定例的な

打合せの機会を持っている
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図表5－3放課後子ども教室の主な担い手

, 0 10 20 30
％

5040

地域住民と保護者

保護者(PTA役員･保謹者会役員を除く)

地域住民とPTA役員または保患者会役員

地域住民

PT入役員または保壌者令括昌

図表5－4特に苦労していること

６９
０８0 10 20 30 40 " 60 70

指導員や協力員を集めること

コーディネーター等の後継者確保

プログラムの企画

日常の活動における安全対策

関係者との連絡閣整

参加児童が多いこと

1

その他

作成する書類が多いこと
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全学年が一緒に楽しめるプログラムの企画が難しいことや、習い事等により、低学

年・中学年では約2割が放課後子ども教室に登録しているのに対し、高学年児童の登

録する割合が1割以下と低くなっています。（図表6参照）

図表6放課後子ども教室学年別登録児童数と割合

(2017年度〔平成29年度〕末日現在）

放課後子ども教室の認知度は5割程度であり、子どもルームと比べると認知度が低

く、事業そのものが知られていない実態があります。（図表7参照）

図表7 WEBアンケート (2018年〔平成30年) 5月実施）

放課後子ども教室を知っていましたか

呪 2砿 “ 60％ ” 10醜

回答者数＝

632

＝知っている(お子様が参加していて､かつ運営にかかわっている）

匡罰知っている(お子様が参加している）

西知っている(運営にかかわっている)

■■知っている(直接かかわりはない）

”切らない
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中央区 117人 168人 224人 〕9人 230人 1 1, 304人

花見川区 411人 344人 319人 214人 84.人 50人 1， 22人

稲毛区 220人 325人 253人 206人 62人 24人 l, 90人

若葉区 164人 175人 270人 204人 135人 53人 l, 01人

緑区 112人 198人 198人 121人 57人 15人 01人

美浜区 328人 296人 327人 278人 127人 48人 1
ユ? 04人

計 1, 352人 1,506人 1, 591人 .1,432人 695人 346人 6，22人

割合 19-5％ 21-8％ 23.0％ 20.7％ 10.0% 5.0％ 100.0%



イ活動支援型モデル事業

実施日数について、支援実施前の2015年度（平成27年度）は対象校10校の実

施日数平均は13．4日でした。支援を開始した2016年度（平成28年度）は24.3

日と約11日増加し、2017年度（平成29年度）はさらに増加し34.6日となり、

支援開始から2年間で1校あたり約21日の増加となりました。

』

域瀞瀧藍遷’漂藩篭j諭蒙律篭罰璽窪燕…升f擁

登録児童数について、支援実施前の2015年度（平成27年度）は対象校10校の

登録児童数平均は46．4人でした。支援を開始した2016年度（平成28年度）は

76．1人と約30人増加し、2017年度（平成29年度）は79.3人でした。支援開

始から2年間で約33人の増加となりました。

図表9活動支援モデル校登録児童数推移
毒
刈
田

熟
睡

1鰄1鰄

鍵蕊 鰯
毛

海
鮠

芋

蕊職
戸
澤

再
》鏡

モデル校 46.4人 76. 1人 〔+29.7人〕 79.3人 〔＋3.2人〕

モデル校以外 63.9人 58.7人 〔－5．2人〕 〔＋2.6人〕61.3人

全校 62.3人 60.2人 [-2. l人〕 62-9人 〔＋2.7人〕
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スポーツやものづくり、学習など多様な体験プログラムを実施しており、子どもたち

の学びのきっかけとなっています。また、体験プログラムや継続プログラムを受講した

効果が、「興味・関心のあるものが増えた｣、「学習・運動が楽しくなった」などの子ど

もの変化に結びついていると考えられ､保護者からは安心な居場所であることのみなら

ず、体験や学習の場としても高く評価されています。（図表10, 11, 12参照）

なお､継続プログラムについては有料となりますが､半数以上の方が｢費用が安い」

と感じており、概ねよい評価を得ています。（図表14参照）

図表10体験プログラム実施状況（2017年度〔平成29年度〕）

※同日の複数実施あり

図表11 継続プログラム実施状況（2017年度〔平成29年度〕）
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『－一､手金＝と通~

スポーツ（バドミントン、 ドッジボールなど）

ー~

活動日裁

968日

ものづくり （工作、 うちわ作りなど） 550日

学習（宿題、英語など） 410日

文化芸術活動（ダンス、映画など） 309日

各1 E教室・講座（理科実験、バルーンアートなど） 279日

李即 事など（七夕、クリスマス会など） 170日

読書（読み聞かせ、紙芝居など） ， 119日

調理（お菓子作り、餃子作りなど） 85日

その他（流しそうめん、体育館宿泊を伴う防災訓練など） 28日

ものづくり

■ー＝＝一君

4校

数数数
III

２ 7人7人7人

竜悉窪瞳 …
4,980円/月

算数教室 2校 1 人 4,980円/月

かけっこ教室 校 1 人 4.980円/月

英語教室 校 1 人 4, 980円/月

プログラミング 校 人 4, 500円/月

アクロバット教室 校 3 人 500円/回

ヒップホップダンス 校 2 人 500円/回

コーラス 校 1 人 500円/回

文章講座 1校 4人 800円/回
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活動支援型モデル校対象アンケート（2017年度〔平成29年度〕実施）

活動支援型モデル校対象アンケート (2017年度〔平成29年度〕実施）
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図表14継続プログラムを利用した保護者の感想（複数回答可） ､

活動支援型モデル校対象アンケート(2017年度〔平成29年度〕実施）i

コーディネーターとの意見交換の場では、モデル校以外から支援の有無に関する不

公平感を指摘する声が多く聞かれます。

一方、モデル校からは、活動の活性化に伴い地域の負担が増大することに対する不

満が聞かれ、2017年度（平成29年度）には活動日数を減らし、学年制限を設けて

登録児童数を制限するモデル校がありました。また、支援終了後に地域だけで継続プ

ログラムを含め現在と同等の活動を実施することを不安視する声が多く聞かれます。

I

ﾉ
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（2）課題

ア実行委員会方式

○保護者の協力が児童の参加条件であることの撤廃など､家庭の状況等に関わらず希

望する全ての児童が参加できる万策が必要です。

○一体型モデル校や活動支援型モデル校との間で学びの機会や内容に格差が生じな

い方策が必要です。

○全学年が楽しめる魅力的なプログラムの実施が課題となっています。

○コーディネーターの後継者が育っていないことや､PTAや保諄者会では単年度で

役割が終了することを踏まえ､管理運営のノウハウや地域の情報の引継ぎが課題と

なっています。

○「新・放課後子ども総合プラン」の推進のため、コーディネーター、子どもルーム

指導員、学校との一層の連携が必要です。

○担い手不足の解消のため､事業の周知など､多くの方に事業を知っていただき､協
力していただける工夫が必要です。

○事業を活発に推進するため、人材・活動場所の確保力喫緊の課題となっています。

○実施日数が目標とする30日に満たない学校が多く､新たな支援と目標設定が必要

です。

イ活動支援型モデル事業

○活動の活性化と地域負担軽減を両立させる方策が必要です。

○支援が終了した後も地域で円滑に運営ができるノウハウの構築が課題となってい

ます。

○モデル校が固定化されており､支援を受けずに活動している学校との不公平感解消

のため、誰もが納得できる選定方法が必要です。

14



篭 子どもルーム（こども未来局）

放課後児童健全育成事業を行う場所を千葉市では子どもルームと呼んでいます。こ

の放課後児童健全育成事業は、児童福祉法第6条の3第2項において、「小学校に就学

している児童であって、その保護者が労働等により昼間家庭にいないものに、授業の

終了後に児童厚生施設等の施設を利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健

全な育成を図る事業」として規定されています。

千葉市では2000年(平成12年）から社会福祉協議会に一括して子どもルームの

運営を委託してきましたが､指導員を確保し､円滑な運蛍喜固るため､2018年度(平

成SO年度）から一部の子どもルームで民間事業者への委託を開始しました。そのほ

かにも、放課後児童健全育成事業補助金を受けて放課後児童クラブを運営している民

間事業者が3か所有ります。 (2019年〔平成31年)3月31日時点）
、

（1 ）現状

ア活動状況について

社会経済状況の変化に伴う女性の就労の増加や働き方の多様化、2015年度（平成

27年度)からの対象年齢の拡大により､子どもルームの需要が年々高まっています。

2018年度（平成30年度）には申込人数が想定以上に増加し、待機児童数が過去晨

多の638人となっています。

2016年(平成28年）に「子どもルーム待機児菫解消のための緊急3か年対策｣、

2018年（平成30年）に「緊急3か年アクションプラン」を策定し、子どもルーム

の数及び受入枠を毎年増加させるよう努めていますが、それを超える申込者数の伸び

があり、待機児童数は増加しています。なかでも、子どもルームの必要性の高い低学

年児童が優先的に入所しているため、高学年児童の待機児菫数が増加しています。

図表15子どもルーム数．受入枠・待機児童数の推移

（各年4月1日時点）

※2014年度（平成26年度）までは小学3年生までの受入れでしたが、児童福祉法の改正により、 2015
年度（平成27年度）から4年生、2016年度（平成28年度）から5年生、2017年度（平成29年度）か

ら全学年の受け入れをしています。
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ｒ

(各年4月1日時点）

夏季休業時の利用希望により待機児童数は4月をピークに7月まで横ばいで推移し、

登録児童数は8月がピークになります。2016年度（平成28年度）から休所枠を活

用して8月のみの受入れを実施しています。

月別の退所者数については、毎年9月が最も多く夏休み期間中の需要が高いことが

うかがえます。

また、高学年ルームを利用している3年生が382人(2018年〔平成30年]4

月1日時点）います。高学年ルームは特別教室等を利用しており、完全な専用スペー

スではないため、冷蔵庫、洗濯機などの備品を設置することができません。

望表17休所枠：舌用C
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－
イ児童の放課後の過ごし方に関するアンケート調査

小学生保護者の4人に1人は、 18時以降に仕事等から家に帰ってくる状況にあり

ます。

子どもルームのよいところは、「小学校内（または近隣）にあり、安全・安心な場所

である｣、「スタッフが見守ってくれるので安心して預けられる｣、「子どもが、多くの

友達や異なる学年の子どもと交流できる」などの意見が多く、活動の場所や活動時の

安全・安心が確保されていることや他の子どもとの交流がとれることが重要と考えら

れます。

一方､子どもルームの問題点は､「活動する部屋が狭いなど､施設環境が十分整って

いるとは思えない｣、「運動できる場所が限定されていて、思いきり活動することがで

きない｣、「体験活動の実施される回数が少ない｣、「高学年の子どもが、参加しやすい

（参加したくなる）活動が少ない」などの意見が多く、施設環境の整備や活動内容が

菫要と考えられます。

図表18－1 保護者の方が仕事等から家に帰ってくる時刻

0％ 2砿 ㈹％ 邸 80％ 1噸
回答者散＝

2．187

. ， ず､鼎 ､ ・

{ ‘ ‘ 1 ，尾画1 . ．．
q q q

l ■ q q 』

1．8

画常に詮かは家にいる

■!■17時頃

mm時頃

塵到15時以前

z18時頃

＝ｸ0時以降

頃
頃
答

時
時
回

旧
灼
無

函
藝
ロ

児童の放課後の過ごし方に関するアンケート調査(2018年度〔平成30年度〕実施）

図表18－2子どもルームのよいところ（子どもルーム利用者・上位5項目）（複数回答可）
回答者数＝496 ％

0 10 20 30 40 卵 60 70 80

小学校内(または近隣)にあり､安全一

安心な増所である
６

スタッフが見守ってくれるので安心して

預けられる
q d d q . 釦 p j

保證者が､安心して仕事や自分の時

間の確保をすることができる

子どもが､多くの友達や異なる学年の

子どもと交流できる

子どもが､あいさつや後片付けなどの

基本的な生活習慣や､勉強(宿題等）

の習慣を身につけることができる

児童の放課後の過ごし方に関するアンケート調査(2018年度〔平成30年度〕実施）
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〆

図表18－3子どもルームの問題点（子どもルーム利用者・上位5項目）（複数回答可）

回答者数＝496 ６９
０５0 10 20 釦 40

活動する部屋が狭いなど､施設理境
が十分更っているとは思えない

運動できる唱所が限定されていて､思

いきり活動することができない

体験活動の実施される同數部少ない

,経済的負担(保険料･利用料など)が

かかり過ぎる

高学年の子どもが､参加しやすい(参

加I-たくなる)活助が少ない
12．7

児童の放課後の過ごし方に関するアンケート調査（2018年度〔平成30年度〕実施）
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（2）課題

○余裕教室を活用することで整備費用の抑制を図ることを基本としつつ､受入枠拡大

のために必要な地域には施設の増設を進めることとしています。しかしながら、利

用児童数が増加している学校は、余裕教室が少ないという実態があります。

○施設には余裕があるものの、指導員が不足しているため、受入枠を拡大できない子

どもルームがあり､また新たな施詔藥備等により受入枠を拡大した子どもルームへ

の指導員の確保が課題です。

○図書室等などの特別教室を学校教育との共用で利用して運営している高学年の子

どもルームには、多くの3年生を受け入れている現状があります。また、おやつの

保管場所が確保できないことや､学校の日課によって使用できない時間があるなど

施設面･運営面ともに支障があります｡特別教室等を利用している高学年子どもル

ームの保育環境の改善が必要です。

○アンケート結果によると、「体験活動の実施される回数が少ない」「高学年の子ども

が、参加しやすい（参加したくなる）活動が少ない」などの活動内容に対する意見

が多く寄せられており、多様なニーズへの対応が必要となっています。（図表18

－3参照）
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鶴 放課後子ども教室・子どもルームー体型モデル事業（教育委員会）

希望する全ての子どもたちに、「安全・安心に過ごせる居場所」及び「将来につなが

る学びのきっかけ」を提供するため、「千葉市放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例」に沿った子どもルームと放課後子ども教室の一体的な運

営を、2017年（平成29年)4月よりモデル事業として市内1校（稲浜小学校）で

開始し、2019年度（平成31年度）からは5校を加えて各区1校計6校で実施する
こととしています。

本事業の実施にあたっては、豊富な知識やノウハウ・経験等を生かした柔軟な運営

を求めるため、プロポーザル方式により民間事業者等から広く提案を募集し、運営業
務を委託しています。

（1 ）現状’

アモデル校（稲浜小学校）について

事業を開始した2017年度（平成29年度）は、児童数150人に対して91人

(60.7%)の登録がありました。うち、夜間利用者は17人(11.3%)でした。

陳I=19－住

※ ]1F年度（平成2E

2017年度（平成29年度）は293日開所し、延べ9,324人の利用がありまし

た。うち、夜間利用者は2,202人でした。開所日の平均利用者数は約32人で、土

曜日は約8人でした。なお、－日の最大利用者数は昼間58人、夜間13人でした。

利用者の満足度は高く、アンケートでは保護者の9割以上、児童の8割以上が満足

との回答をしています｡また､保護者の9割以上が｢放課後について安心が得られた」

と回答しています。昼間の利用料金(2,OOO円／月）は割安感があり、夜間の利用料

金(5,OOO円／月）はやや割高に感じられています。（図表21-1～5参照）

なお、利用料金については、国や県からの補助金・交付金、市の負担、利用者負担

が概ね均等になるように設定していますが、夜間の利用が想定より少なかったことか
ら、市の負担が大きくなっています。

質問項目以外では、宿題の時間確保や学習指導を求める声がありました。
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(ァ）体験プログラム利用状況

昼間の時間帯において、一部材料費を除き無料で実施しています。

2017年度(平成29年度)は､年間で体験プログラムを159日実施し､延べ2518

人の児童が参加しました。実施日の平均参加者数は約16人で、一日の参加者数の最

大は45人でした。

実施されたプログラムは下記のとおりです。

・和太鼓体験 ・車いす体験

・バルーンアート ・ラテアート

・リコーダーアンサンブル ・アイシングクッキー

・フラッグフットボール ・ステンドグラス作り

・お菓子作り ・スノードーム作り

・藍染め ・大縄跳び

・ダンス ・将棋大会

・巨大オセロ・神経衰弱 ・ハロウィン､クリスマス等の季節イベント

など、

(イ）継続プログラム利用状況

子どもたちにより多くの体験機会を提供するため、体験プログラムに加え、企業等

による継続プログラムを有料で実施しており、利用した児童の保護者からは概ねよい

評価を得ています。（図表21－6参照）

プログラムの利用状況は下記のとおりです。

図表20継続プログラム利用状況

Ⅱ I I E
ﾛ 弓 ■ずEE 胃

2017年度（平成29年度）末時点

2018年度（平成30年度）は英語教室に代わりダンス教室が実施されています。
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英語教室 13人 5,022円/月

プログラミング 6人 4,212円/月

算数教室 16人 5,022円/月

体操教室
、

10人 5,508円/月



一体型モデル事業に関するアンケート（2017年度〔平成29年度〕実施）

図表21－1 保護者の満足度

20M 4m 6"呪 8雌 10醜
回答者数＝

45

亜かなり満足

■■やや不満

I蕊霞主あ満足

”かなり不満

雨どちらでもない

図表21－2児童の満足度

2醜 4蝿 6砿呪 8醜 10堀
回答者数=

51
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図表21－3一体型を利用しての保護者の変化（複数回答可）
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22



、

図表21－4昼間の利用料金(2,000円／月）について
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図表 21－5夜間の利用料金(5,000円／月）について
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イ児童の放課後の過ごし方に関するアンケート調査

未就学児保護者（保育所利用)、小学生保護者を対象としたアンケートでは、一体型

が導入された際は何かしらの形で利用したいという回答が大半で、とりわけ小学生保

護者では「夏休みなど長期休暇のみ」の回答が多くありました。

利用時間は、概ね現行の19時までで大半のニーズを満たすことが分かります。ま

た、小学生保護者では17時までの回答が多く、昼間のみの利用でニーズを満たす就

労家庭もあることが予想されます。

(ア）未就学児保護者（保育所利用）

図表22－1 －体型が行われるとしたら、利用を希望する頻度
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児童の放課後の過ごし方に関するアンケート調査(2018年度〔平成30年度〕実施）
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図表22－2－体型の利用希望時間
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(イ） 小学生保護者

図表22－3 一体型が行われるとしたら、利用を希望する頻度

鰯 20％ 4砿 60％ 80％
回答者数

1唖
＝

2，187全体 1．9

通常学級 1 ,988 1．9

面‘特別支授学級 199 2．5

團函ほぼ毎日(日･祝･年末年始を除く) 匿麺週3~4回程度

函凋1~2回程度 ＝月1~2回程度

函豆休みなど長期休暇のみ 画利用しない

匡．侭回答

児童の放課後の過ごし方に関するアンケート調査(2018年度〔平成30年度〕実施）

図表22－4一体型の利用希望時間

鰯 2砿 4呪 6硯 8砿 1m％
同答者数＝

1，613全体 1．7

通常学級 1.475 1．8

特別支援学級 138 0．7

唾16時まで 匿璽17時まで 国18時まで ■■19時まで

z20時まで ＝20時以降まで亡コ猿回答

児童の放課後の過ごし方に関するアンケート調査(2018年度〔平成30年度〕実施）
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（2）課題

○より広い活動スペースを必要とするため､子どもルームが敷地外にある学校や活動

場所が不足する大規模校への導入が困難となっており、－体型への移行について、

より柔軟な方法を検討する必要があります。

○財政的に安定した運営をするため、昼間・夜間の時間帯の区切りや利用料金の見直

しを検討する必要があります。

○特別な支援を要する児童も含す)全ての児童への安全管理や体験機会提供のため､よ

り個に応じたきめ細かな配慮を要します。

○一体型モデル事業は､子どもルームと同様の指導員の配置や安全基準の遵守が求め
』

られています。
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蟻 放課後の居場所の提供

前記以外の放課後の居場所として、こどもカフェをはじめ、下記の施設（事業）が

利用されています。

（1）こどもカフェ（こども未来局）

子どもが気軽に立ち寄り、信頼できる大人が見守る中で、異年齢の子どもが一緒に

遊び、学べる場所を提供するため、2011年（平成23年) 10月からNPO法人等

に業務委託し、市内2か所でモデル事業を開催しています。

今後、身近な相談相手となる市民ボランティアの育成と、活動場所を確保する事業

として全市に展開します。

（2）子ども交流館（こども未来局）

18歳未満の子どもたちが放課後や休日に過ごせる場所としてきぽ－る内に設置さ

れています。子どもの居場所づくりの拠点施設として、様々な講座なども実施してい

ます。

（3）プレーパーク（こども未来局）

プレーリーダーの見守りの中、禁止事項を極力なくし、子どもたちが「自分の責任

で自由に遊ぶ」ことを大切にし、道具や自然の素材等を使って、自分のしたいことを

実現できる遊び場として開放しています。

（4）公民館（教育委員会）

公民館図書室等が放課後の居場所となっている館があります。

また、土・日や学校の長期休業中に子ども向けの講座を開催しています。

（5）図書館（教育委員会）

絵本の読み間かせ等を実施しており､子どもたちの放課後の居場所となっています。
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（6）生涯学習センター（教育委員会）
､

土・日や学校の長期休業中に子ども向けの講座を開催しています。

（7）南部青少年センター（教育委員会）

図書館等が併設されており、ラウンジでは自習や談話などもできる放課後の居場所

となっています。
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縦

鋤 基本理念

下記の4つの基本的な考え方をもとに、すべての子どもたちが放課後をいきいきと

過ごすことができる環境を整えていきます。
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今後の放課後施策の方向性

鰯 全体の方向性

○子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりのため、引き

続き地域主体による放課後子ども教室を全校（＝体型校を除く｡）で実施します。

○一体型を中心とした放課後の居場所の整備を計画的に進めます。

○一体型の導入が難しい学校については､引き続き学校施設の有効活用を検討すると

ともに､当面は実行委員会方式で放課後子ども教室を継続できるよう支援のあり方

を検討します。

○子どもルームは、補助制度拡充による民間事業者の参入促進、施設整備、委託先多

様化の推進等に取組み、待機児童対策及び多様なニーズへの対応に努めます。

図表23放課後施策全体の方向性
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霧学校施設の活用に関する方策
活動場所の確保ができ、一体型移行が可能な学校は2018年度（平成30年度）現

在40校程度であり、とりわけ余裕教室が不足する大規模校への導入が困難となって

います。

また、特別支援学級の増加や統廃合等の学校適正配置の推進、子どもルームとして

の活用が推進されてきたことにより、市全体としても余裕教室数が減少する傾向にあ
ります。

教育委員会では、校庭や特別教室を含めた学校施設を積極的に活用する方針の下、

学校との調整を行い、児童の教育環境を十分確保した上で、放課後施策への活用を進

めていきます｡とりわけ､校庭に関しては､全校での放課後の自由開放を推進します。

また、公民館等の学校外施設を活用した－体型の導入や、校外にある子どもルーム

を校内に移転させるタイミングでの導入について、柔軟かつ多様な手法での移行を検

討します。
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鷲
各施策の事業展開

縦

鰯放課後子ども教皇子どもﾙｰﾑｰ体型ﾓデﾙ．
（1 ） 目標事業量及び整備計画

千葉市新基本計画第3次実施計画では、2019年度（平成31年度）に6校でのモ

デル実施が計画されており、以降は計画的に拡大することとしています。

また、6校でのモデル事業の検証を踏まえ、2020年度からは本格実施に移行しま

す。（本格実施後は、この事業を「アフタースクール」と称します｡）

子どもルームが学校敷地内にあり、大規模な施設改修を要さず活動場所が確保でき

る学校を中心に、放課後子ども教室の実行委員会が克巧卜がらないなど、地域での実

施が困難な学校や、子どもルームの待機児童が多い学校等を優先し、順次アフタース

クールを設置します。

また、子どもルーム未設置校については、利用ニーズや改修規模等を勘案し、アフ

タースクールの導入を検討するとともに、校外にある子どもルームの校内移転時や民

間委託型子どもルームの契約満了時に合わせた導入を検討します。

【目標事業量】

※2021年度に2022年度以降の事業量を設定

なお、アフタースクールの委託にあたっては、企業やNPOに限定せず、既存の実

行委員会が、資格要件、仕様書に基づく人員配置や事業の実施などの条件を満たし、

事業者としてふさわしいと判断した場合には、地域による運営を可能とします。

また、より利用者のニーズに沿うよう、事業者の選定方法についても検討します。
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（2）実施にあたっての具体的方策

ア体験プログラム

引き続き週2日程度を目安に実施し、希望する全ての児童ヘの多様な体験機会の提

供に努めます。また、自由遊びや静かに過ごせる環境など、複数の場を提供し、継続

プログラムと併せて「過ごし方を選択できる放課後」を維持します。

また、プログラムの実施にあたっては、児童の要望を反映させつつ、新たな内容の

プログラム開発に努めます。さらに、講師や協力員として地域人材の参画を求め、ア

フタースクール移行後も放課後子ども教室の目的である「子どもたちが地域社会の中

で、心豊かで健やかに育まれる環境づくり」に努めます。

イ継続プログラム

利用者ニーズを踏まえ、保護者の送迎を要さない習い事として魅力的な学習や体験

機会の提供に努めます。

家庭の経済状況による差異が生じない費用設定や体験プログラムとの日程調整に配

慮するとともに、異学年が同時に参加し楽しめるプログラムを提供します。

また、アフタースクールの運営事業者については、英語やプログラミングなど学校

教育に直結するプログラムはもとより、学びのきっかけとして特色のあるプログラム

を企画できることを評価指標として選定します。
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（3）計画を実施するための留意事項

ア利用料金について

現在、利用料金は、国や県からの補助金・交付金、市の負担及び利用者負担が概ね

均等になるように設定することとしています。

2018年度（平成30年度）は、 17時までの利用でニーズを満たす就労家庭が多

かったことから、夜間の利用者が少なく、市の負担が大きくなっています。

2019年度中に6校でのモデル事業検証を行い､2020年度の本格実施に合わせて、

安定して運営を継続できる利用料金への改定を検討し、「納得感のある費用負担」によ

る「財政的に安定した潭蛍」を目指します。

また、利用者ニーズを踏まえ、利用時間、時間区分についても検討し、適正な料金

体系を構築します。

イ特別な支援を要する児童への対応

「希望するすべての児童」には、原則として特別な支援を要する児童を含みます。

特別な支援や配慮を必要とする児童には、スタッフの加配により対応します。

また、児童の状況について学校との情報共有に努めるほか、子どもルームからアフ

タースクールヘの移行にあたっては、十分にスタッフ間の引継ぎを行うことで、運営

主体が変わっても引き続き保護者や児童が安心して過ごせるよう配慮します。
ﾉ

ウ職員の配置について

子どもルームの基準に準じた職員配置高継続します。

※44ページ（3）計画を実施するための留意事項イ職員の配置基準等を参照。
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鯵 放課後子ども教室

（1 ） 目標事業量及び整備計画

千葉市新基本計画第3次実施計画では、総合コーディネーターによる活動支援型モ

デル校を10校から15校へ拡大するとともに、2020年度までの継続が計画されて

います。

※2018年度(平成30年度）は受託者の工夫により17校で実施しています。

1校あたりの実施日数については、授業時間数の増加により放課後の時間確保が困

難であることや、高齢化や共働き家庭の増加に伴う担い手不足により地域の負担が大

きいことを配慮し、引き続き、計画期間の最終目標を25日に設定します。

なお、活動支援型モデル校については、30日の実施を目標とします。

登録児童数は、母数である児童数が年度ごとに大きく異なること、少子化により児

童数が減少することから、登録率を指標とし、計画期間の最終目標を20%に設定し

ます。

【目標事業量】

6 舞 籠

(活動支援型)｜（26日） ｜ （27日） ｜ （28日）｜ （29日) | (30日）
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（2）実施にあたっての具体的方策

ア体験プログラム

プログラムの新規開発､企画､講師との折衝等が地域の負担の一つとなっています。

今後は、情報交換会の実施などによる周知に一層努め、全校におけるプログラムの

共有化を図っていきます。

また、活動支援型モデル校で開発されたプログラムは引き続き全校に周知するとと

もに、支援対象校以外の学校でも民間企業やNPOなどによる魅力的なプログラムを

実施するため、講師謝金の見直しなどを検討します。

イ継続プログラム

今後も利用者のニーズを踏まえ、保護者の送迎を要さない習い事として魅力的な体

験機会の提供に努めます。

また、引き続き地域の負担を要さず実施することにより、地域負担軽減と学びのき

っかけの提供の両方存図ります。なお、家庭の経済状況による児童間での学習機会の

差異が生じないよう、費用等も含めた利用者の満足度をアンケートや聞き取りなどで

定期的に確認します。

アフタースクールと同様に、委託事業者については、ニーズの高いプログラムはも

とより、学びのきっかけとして特色のあるプログラムを企画できることを評価指標と

して選定します。

ウ事業の周知

多くの方に事業を知っていただき､協力していただけるよう事業の周知に努めます。

生涯学習センターで実施される「まなびフェスタ」や「ボランティアフェア」など

に参加することで周知を図るほか、現在は市のホームページ掲載や実行委員会へのみ

配布している各校の事例紹介等を、公民館での掲示や利用団体に配布するなど、より

多くの方に活動を知っていただけるよう努めます。
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（3）計画を実施するための留意事項

アアフタースクールへの移行困難校について

可能な限り、特別教室や学校外施設の有効活用により、柔軟なアフタースクールの

導入を推進しますが、当面は多くの学校で地域による実行委員会方式を継続すること

となり、担い手不足やそれによる運営負担の大きさが課題として残ります。

今後は下記のような方策について検討し、課題解決に向けて事業のあり方を見直し
ます。

○活動支援は希望制に変更し、学校の実情や地域の実態に合わせて支援校を決定し
ます。

○活動支援のあり方を見直し､支援終了後も地域独自で継続できるノウハウを残すこ

とを視野に活動するとともに､総合コーディネーターが開発したプログラムのノウ

ハウをモデル校以外にも提供する等、全校への支援の拡充に努めます。

○継続プログラムは､地域はもちろん総合コーディネーターも介入することなく受益

者の負担のみによって運営され､モデル校に限定せず導入できる方策を検討します。

○学校教育に支障のない範囲で、放課後の校庭の自由開放を全校に拡充し､子どもた

ちが安全・安心に活動できる場を増やします。

I
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イ子どもルームとの連携の促進

2018年度（平成30年度）現在、本市では国の「放課後子ども総合プラン」にお

いて目標とされている一体型（本市の－体型モデル事業のように、運営を一本化する

ものではなく、学校敷地内または学校隣接の子どもルーム利用児童が放課後子ども教

室に参加できる状態を言います｡）は、 111校中77校で、津模型（学校敷地外の子

どもルーム利用児童が放課後子ども教室に参加できる状態を言います｡)は13校で実

施されており、合せて90校(82%)が達成している状態です。

しかしながら、児童の参加条件として保護者協力の義務化や、事故などが起きた場

合の責任の所在が不明瞭なことから、子どもルーム利用児童が放課後子ども教室に参

加できない課題が生じています。

2017年度（平成29年度）から、子どもルーム指導員、放課後子ども教室コーデ

ィネーター、学校の3者（－体型は2者)･による「放課後連絡会議」を年2～3回開

催し、児童に関することや学校施設の利用等について情報共有や調整を行い、3者の

より一層の連携を図っています。

2018年度（平成30年度）は約70校での放課後連絡会議の実施が報告されまし

た。今後は全校で実施されるよう引き続き促していきます。

ウ特別な支援を要する児童への対応

放課後連絡会議等を活用し、個人情報の取扱いには十分な配慮のもと、地域コーデ

ィネーターと学校間での情報交換や情報共有を行い、より丁寧な対応を図ります。

また、支援内容は各児童により異なるため、対象となる児童に応じた適切な対応の

方法等を知るための研修の機会を設けます。
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露 子どもルーム

（1 ）目標事業量及び整備計画

ァ今後の待機児童数の将来予測とスケジュール

子どもルームの需要は年々高まっており、2016年（平成28年)9月に「待機児

童解消のための緊急3か年対策」を策定し、低学年を対象に待機児童解消のための取

組みを進めてきました。しかしながら、2018年度（平成30年度）の申込み人数が

高学年を含め想定以上に増加し、待機児童数が過去最多となる状況となっています。

また、子どもルームの待機児童数は、現況のままでは2020年度にも1,OOO人を

超えるとともに、低学年の待機児童が過去最多となった2016年度（平成28年度）

を超えてしまう可能性があります。

そこで、2018年（平成30年)7月に「子どもルーム待機児童解消のための緊急

3か年アクションプラン」を策定し、2020年度末までの3か年で1,440人分の受

け皿拡大を図ることとしました。

また、2021年度～2023年度においても、国の方針である「新・放課後子ども総

合プラン」との整合性を持たせるためには、緊急3か年アクションプランと同ペース

での受け皿拡大が必要となる見込みです。

図表24 2021年度以降も緊急3か年アクションプランと同ペースの待機児童対策を行った場合の
待機児童数の予測（2018年〔平成30年〕は4月1日時点の実数）
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イ受け皿拡大への対策

利用を希望しているにもかかわらず､一子どもルームや放課後子ども教室、－体型を

利用できない児童ができるだけ生じないよう、ニーズを的確に把握し、次のような対

策を講じます。

(ア）補助制度拡充による民間事業者の参入促進

待機児童が多く発生している地域における事業実施に対する補助制度の枠を拡充し

ます。従来の運営経費補助に加え、開所準備経費を補助することにより民間事業者の

参入を促し、受け皿の拡大を図ります。また、民間事業者の持つ多様なメニューによ

り選択性を確保しながら、2021年度以降についても、待機児童の状況等を考慮した

上で、より広範囲の地区の受け皿拡大ができるよう補助メニューの充実を図っていき

ます。

【目標事業量】

施詔数 5か所’ 4か所

人数 ’ 240人拡大'． 160人拡大

(イ）施設整備

余裕教室を含めた学校施設を積極的に活用して整備費用の抑制を図ることを基本と

しつつ、受入枠拡大のために必要な地域には増設により施設整備を推進します。

なお､クOｸ2年度以降の整備については､2018年(平成SO年)12月実施の｢千

葉市子ども・子育て支援ニーズ調査」の結果を踏まえ、2020年度からの「千葉市こ

どもプラン」との藥含件を図りながら、目標数値を定めます。

戸

【目標事業量】
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(ウ） 委託先多様化の推進

放課後の子どもの預かりに対するニーズが急速に拡大する中で、社会福祉協議会の

みでの子どもルームの運営が、人員確保の面から難しくなっていることから、民間事

業者への委託を進めるとともに、放課後子ども教室との－体型事業への移行を推進し

ます。これにより、施設に余裕がありながらも指導員が不足しているために受入枠を

縮小してきたルームに対応すること力呵能となります。

また、2021年以降の社会福祉協議会以外への民間事業者への委託については、現

在民間事業者へ委託している子どもルームの状況及び一体型事業へ移行する子どもル

ームの数などを勘案し、委託予定数を計画します。

【目標事業量】

坐
円
等

二 二 三
ウ受け皿拡大以外の対策

（ア） 高学年子どもルームの保育環境の改善

図書室などの特別教室を学校教育との共用で利用して運営している高学年子どもル

ームは、学校との共有であるため、おやつの保管場所力確保できないことや、学校の

日課によって使用できない時間帯があるなど、施設面・運営面ともに支障が出ていま

す。 (2018年〔平成30年]4月時点で高学年ルームは35ルーム、うち特別教室
利用は28ルーム）

これらの問題を解決するため、余裕教室を活用し、低学年も受入可能な子どもルー

ムの専有スペースを確保することで、高学年子どもルームの環境改善を図ります。

なお、将来的には全ての特別教室利用の解消を図ることを目標としておりますが、

2021年度以降の高学年子どもルームの保育環境の改善については、学校の余裕教室

の状況に応じて||頂次対応することとします。

【目標事業量】
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(イ） 夏季休業中の待機児童への対応

2016年度（平成28年度）から実施している夏休み期間中の休所枠を活用して対

応します。また、施設に余裕がありながら、指導員が足りないために受入れができな

いルームにおいては、人材派遣会社の活用等により指導員を確保します。

ノ

(ウ） 子どもルーム未設置校への対応

2019年（平成31年)3月現在で、千葉市立小学校で子どもルームが未設置とな

っているのは北貝塚小学校、更科小学校、大宮台小学校、千城小学校の4校です。（－

体型事業実施の稲浜小学校は除く）

このうち、北貝塚小学校が2019年（平成31年)4月に開所します。他の3校に

ついては、学校及び地域の動向を踏まえつつ、アフタースクールの導入も含め、全校

設置を目指します。

（2）実施にあたっての具体的方策

実施にあたっての具体的方策は（1）にあげた次の項目です。方策の内容について

は、前述の通りです。

○補助制度拡充による民間事業者の参入促進

○余裕教室を活用した施設整備の推進

○委託先多様化の推進

○高学年子どもルームの保育環境の改善

○夏季休業中の待機児菫への対応

○子どもルーム未設置校への対応
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（3）計画を実施するための留意事項

ァ特別な支援を要する児童への対応

特に定員は設けておらず、原則として特別な支援を要することを理由に入所を断る

ことはありません。また、入所に当たっては面談を行っており、必要に応じて補助指

導員を加配する等、体制上可能な限り対応しています。

イ職員の配置基準等

国においては、職員の配置基準等に係る「従うべき基準」について、市区町村の実

情を踏まえた柔軟な対応ができるよう「参酌すべき基準」とする動きがあります。

本市では、これからも児童の安心・安全の確保という観点から、子どもルームに入

所する児童数に応じた指導員の確保を図るとともに、職員の資質向上についても、引

き続き的確に対応し、子どもルームの整備・運営を継続します。
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鍵 その他の施策

引き続きそれぞれの役割や特色を踏まえ、施設（事業）を活用するとともに、有機

的に連携し、多様な学習、体験、活動の機会を創出していきます。

また、放課後の居場所としてはもちろん、通学する小学校が異なる子どもたちや、

幅広い年齢の子どもたちの交流の場ともなるよう、一層の活用について検討します。

(' )"建惹淫雷型辱開(こども未来局）
子どもの居場所サポーター蜑成講座の拡充･充実を図り、子どもたちから信頼され、

安全・安心な見守りができるとともに、小さなSOSにも気が付ける市民ボランティア

の育成を更に推進します。

また、これまでのこどもカフェ事業の成果を踏まえ、市民ボランティアが中心となっ

て、地域交流の拠点となっている公民館等の施設を活用することで、市内全域で幅広い

年齢の子どもたちに居場所を提供していきます。

（2）子ども交流館（こども未来局）

子どもの健全な遊び場と居場所を提供するとともに、各種講座等の開催や、サーク

ルなどの臼牛活動を支援します。

また、立地上の理由で当施設の利用が困難な子どもたちに対する解消策として、他

区の公共施設や小学校、商業施設へのアウトリーチ活動を実施します。

（3）プレーパーク（こども未来局）

子どもたちが自然の中で自分の責任でのびのびと自由に遊べる場を運営するととも

に、プレーパーク存白羊的に開催している市民団体の運営支援の継続及びプレーリー

ダーの派遣を行い、運営する市民団体の増加を図ります。
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（4）公民館（教育委員会）

ニーズを踏まえ、引き続き子ども向けの講座を開催していきます。また、学校の長

期休業中を中心に学習や読書、友達との交流の場など、子どもの居場所として諸室の

開放を行います。

（5）図書館（教育委員会）

絵本の読み間かせ等を実施し、子どもたちの放課後の居場所として活用していきま

す｡また､土・日や学校の長期休業中に子ども向けのイベントや｢子ども読書まつり」
などを継続して開催していきます。

（6）生涯学習センター（教育委員会）

土・日や学校の長期休業中に子ども向けの講座を開催していきます。

また、併設する中央図書館や関係部局と連携し、施設提供をはじめ子ども向け事業
の支援を進めていきます。

（7）南部青少年センター（教育委員会）

自習室や談話などができるラウンジを放課後の居場所として活用していきます。

また、土曜日や学校の長期休業中に子ども向けの講座を開催していきます。
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鯖＝
プランの推進体制

縦
一J

鐘 プランの推進体制

計画に位置づけられる取組みについては、各ｷ日当部局により計画の進捗状況と施策

の効果等を検証・評価するとともに、関係部局からなる「子どもの放課後対策に関す

る検討会議」により、定期的な評価・見直しを行うことで、プランの全庁的な進行管

理を実現します。

懲 プランの進捗管理

プランの進捗管理は、「PDCAサイクル」による「継続的改善」の考え方を基本と

します。

「PLAN(計画)｣｢DO(実施)」「CHECK(評価)」「AC~nON(改善)」のサイク

ルを回していくことにより、事業の継続的な改善を図る（充実させる）ことを毎年度

実施していきます。

図表25 [PDCAイメージ】

Plan

（計画）
卜画の策定
窒睾〃〕作薩

P

潰綴
雪業の菫施

獣

「子どもの放課後対策に関する検討会溺」

で定期的に実施
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議案説明

千葉市放課後子ども

会組織規則第8条第1

プランの策定について、千葉市教育委員

号の規定に基づき、議決を求めるもので

あります。
h

｡



議案第18号

千葉市教職員研修計画等の策定について

千葉市教職員研修計画等について、次のとお

平成31年3月20日提出

次のとおり定めるものとする。

千葉市教育委員会教育長磯 和 美野
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力
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向け､筏内外の研悔会で咽臣的に棺■発侭をす品Fﾄｶ《できる．



(案） (案）

千葉市教職員研修体系図[校長･教員］ 平成3,年度版 千葉市教職員研修体系図[養謹教諭版］平成31年度版

研修制度

求められる役割 研修対象 研修の哩皿

研修

壌凝
‘f:R;羊

5，才..:#琴
､亨亀Z潜心蕪.
奪蕊諮
鞭ご露荊

溌
擬隼簿

鳶溌
患'隠
忍鰹，
令_すﾐ,．
' ･§る:f･'
擬■､.t：
員麺 :,4
:1池 發

迩箕發
－－貫謹；

講飽奪
器力鱒；

串@の ;馬

蝿慰
幾跨；．

識
,､ 』; ず
そ溌蛍，

』,h‘:罰

云:市
描‘畳

導噂厘
力::､敦

鑛
撫:ロ
と葛ソ

龍
性･修
の'食
逸『. ､吋

イビ相
当 導
｡壬 〃

･罰､者

篭屈
･] 奇
回も修
r･･･ #r

聴
仏
垂
南
牧
向
迩
ジ
グ
鵬
車
門
働
庚
晦
・
『
■
厘
欧
頁
ご
田
座
蝿
彌

・

．
「
学
校
保
目
と
地
堀
保
便
の
速
絡
会
（
地
域
の
包
皮
目
皿
解
庚
と
地
域
返
挽
抱
進
者
の
育
成
）
区
別
年
１
回

．
市
養
厘
紋
■
全
体
研
修
会
。
（
項
屋
の
丘
要
厘
皿
に
対
応
す
る
貴
貫
力
且
の
宵
成
）
年
２
回

校
内
研
修

〕一

甲

吋

》

．

い

鐸

鈴

、

郷

形

《

一

斗

一

華

畦

翻

鋤

●

恥

《
部

秘
。
。
』

刺
．

ｂ
用
＃

裳

舗

．

鐘

齢

鼠

縦

嘩

鍜

轆

．

．
．
・
砿
．
。

▼函

叱
り
、
“
●
も
少

庁
△
具

、
叩
Ｌ
Ｐ
剖
祁
用
１
０
１

非
孟

鏑『

、
へ
“
没
で

鰈

縄

糾

聡

『．

・
、
Ｐ
錐

自
己
研
修

地
区
別
研
修
（
地
域
‐
学
校
専
の
且
康
厩
団
鷺
決
と
研
修
推
逸
者
の
冑
成
）
学
校
区
別
年
２
回

自
主
研
修
（
千
栗
市
敦
宵
団
究
会
・
各
租
教
官
研
究
団
体
研
修
）

姥
拳
嬢
鍔
蕊
蹴
零
職
ぐ
鍵
充
誹
ゞ
実
“
舞
期
篭
慰
裳
騨
剰
砿
齢

受
腿
敏
凶
の
柑
導
を
担
う

蚤
期
研
修
”
海
外
況
追
研
修
（
本
市
敏
冑
推
迅
君
の
冑
成
）ｉ

鍛
醗
蕊
鍵
檸
蕊
辮
溌
蕊
熱
識
篭

修

蕊
等

》
羅
発
風
期
蕊
露
溌
綴
蕊
灘
濁
憲
蕊
蕊
奉
蕊
溌
熱
臓
賦
饗
剤
酔
撹
驚

児
宜
生
徒
の
指
導
を
担
う

銀

P

ｈ、

７

Ｆ

！

■

ザ

ザ

堰

噂

正

乢

、

Ｈ

や

１

汁
、
緯
氏
や
恥
砂
野
啼
乎
裡
了
風
上

暁

※海外淀遭毎修は平成29年度より休止
初任肴研修

※海外派還研修は平成29年度から休止２

”
君

ヰ
ス

求め6れる貢■､■力
役■

日修吋、 弓苧銅画亘
竺寸哩修･写日研修専(食佳員研修）

校内画D I 校外画■

その他の
研侮

、。再停等

。
“
』
巨
獣
、
、

’

種
影
か
聴
憩
、
兜

￥
寅
・
．
》
副
呼
八
．
》
、
呵
建

『
ご
“
‐
．

見
里
図
一
“
、
、
挙
坤
？
〃
，
。
、
嘆
長
ゞ
篇
雨
縦
餓
噸
淡
纈
”
礎

Ｊ
、

令

１１食

J
1

』

３
Ｄ
‐
『
１
０
，
吋
．
！

ｉ

軋
ｊ
←
Ⅱ

句
汽
礪
‐
蝿

申
、
畷

灘
蕊
蜜
蟻
熊
蕊
鱗
綴

識
譜

曲

1
ﾉ

閃

篭

凌顛匡亜亜匡
\寺hや~

認
容 ｳｬ

韻 J q ↓

か芦,&1瞥

慾欺昌

’
地
域
合
同
、

》
『
一
両
一
唾
・
》
：

踊
掘
趣
か
岐
可
町
口
陥
苛
、
祇
吋
鴬
導
鴬
恩
碓
篭
、
霊
理
’
《
心
梨
濯
ぎ
坤
私
さ
炉
峰
子
識
↓
静
，
礎
轆
灘

踊
掘
趣
か
岐
可
町
口
陥
苛
、
祇
吋
鴬
導
鴬
恩
碓
篭
、
霊
理
’
《
心
梨
濯
ぎ
坤
私
さ
炉
峰
子
識
↓
静
，
礎
轆
灘

I炉
I

'だ
四・

専
追

Ｉ

み

駿
津
回
癖
甥
鰯
鮨

農
醍
札

厨
興
蝿
?埼

修

＆
静

黙
《
矛
一
お
申
瀞

卵
頓
臓
ｒ
冑
、
■

文
食
・
ら
阻
舷
耳
研
又
』

団

体

研

修

・

野

》

！

‐

‐

鞭

“

↓
＃
許
．

典
Ｆ
ｆ

ｖ
口
や
財

諦也
l ログ

｜
舞
錘
癖
華
蕊
癖
蝉
識
熱
錬
撫
棒
擁
鐸
辮
蕊
輝
剛
川
州
糾
哩
屋
唾
毎
Ｋ
口
目
凱
県
↓
：
《
べ
へ
〉
毒
。
私
難
癖
識
》
’

“ 1
晶

山

も

品
や
嘩
夢
呼
晶
ｒ
缶
訣
．

‐
鯉、鵬

、

，

銀

恕

難

慰

謝

鍔

潔

群
溌
蕊

II
箇li

JIIi’1u

‘"｜
･ ､息l
.←､ ,l ･

1■勺

ル’､
T

、11

n
I

l
I

l
I

l
lll"

|↓↓|11 ．
↓

】△画４イ論・雷４、
＄、兵，？郡・柄鐸場‐．。

ん呼噌綴“鶏隷謬唯

ざ、



(案） (束）

干莱市敏座員研修体系図[栄養教峨]平成31年度版

乖壺
千蒙市救腫貝研修体系図[学校栄婆喧國平成31年度版

研
修
対
ａ

研修刺度束 められる況買．

他力､役風

ｷｬﾘｱ
ステージ

求められる寅頁．

能力､役画
研修の閥皿

研修、亘理
その他･自主研修等

|：
充

実

期

②
■
ロ
ロ
心
門
的
■
■
・
釦

､鰯 , 釧 津 ‘ぺ‘･ 侭

密画食･食宵人材官逮~L･. L#MR ノの田い￥Iこなる後逸への掬写力． ,L
とともに価思令･凶■ﾏﾈｰジﾒﾝﾄ . , - ｡ ． ，
としての力旦を ．、:・ .烈 ・､ユ ，‘ ・
わ． 一 ・コ ‐

卜
【 d

1
．食’ぬ

J
‘研｜《傷

俸卜鼻

|：
、■

■
別

研

伊『I,写
･圭 ｜の跡

|:、
届一

:園E

画修.

”夷．'苫研ぎ
H |修

:!|§

《
Ｎ
ｑ
ｊ
Ｄ
“
？
Ｆ
ｒ
牡
．
“

尻
箕
角
且
、
一
町
ず
円
畠
鳳

も
判
Ｊ
■
■
５

鳰・､ 1
－■

■■
■■
■ i
■J
館q
■‘
土

歯歯皆暁葡浮;X噸戊噌､･群4.:等鬼. , '： , ･雲'， 、
力草叩浄‘耗､萌蝉知脚力“ ､鯛鄙筐〆雲, 副;p 5 ，､ ﾐ ｡ ｡』 F ｡
立体の抱映役と'Rもヨー”力 .. .･ , j ｡ .. ｛ . ､ -.

$纐鍵景欺:き‘､…:．､:“蕊……_、
， 興霊E 亘Q＝や

聰孝蕊‘斡二j: 』 ･ ~… 、｡ '？ ‘:ゞ:……："為｢|沁雲…：:: ~、ﾓｰｼ=‘”

峨
■
《
■
合
田
写
、
巳
■
力

⑩
■
■
・
弓
同
時
巳
■
ｑ
■

哩
・
。
■
。
■
■
》

チ
ー
ム
学
校
を
リ
ー
ド
す
る
自
叉
と
頁
瓦
堂
力
の
向
上

子
ｌ
ム
早
技
を
リ
ー
ド
す
る
■
丘
と
寅
貝
■
力
の
向
上

箇I■■ 市
■
冑
セ
ン
タ
ー
『
宜
と
■
■
』
■
■

千千全

■
己
日
■

全
体
碩
■
白
《
企
体
研
拶
・
風
伐
■
臼
修
・
居
劇
軒
修
。
寓
位
臼
伊
〕
年
８
回
７
日

笛
区
諺
別
研
侮
【
地
亀
恥
巳
羊
杖
与
の
■
■
解
庚
ど
冑
修
抽
逮
守
の
冑
逮
）
（
■
■
セ
ン
タ
ー
研
陣
》

校
内
研
侮

■■ 市
牧
冑
セ
ン
タ
ー
『
食
と
■
車
』
■
■

千千食

■
己
研
修

座砿阻
醸哀■

学
校
愛
■
■
貝
の
扣
導
を
担
う

学
校
愛
■
■
貝
の
扣
導
を
担
う

内l主主 市臥学
掌
畏
彼
凶
の
棺
導
を
担
う

掌
畏
彼
凶
の
棺
導
を
担
う

主主 市■学

隼字校

龍識 敏手杖

研|研研 ■杖栄 早
校
曽
田
日
修
。
恂
巴
宥
口
皿
倒
修
好

研研 聾校蛾校
管
理
日
修
・
伶
巴
■
■
戚
研
修
辱

充
実
期

賦蹴員
■軍■

■
（
研
侈
■
回
グ
ル
ー
プ
）
（
■
■
セ
ン
タ
ー
研
毎
）

修 ■昼士 鷺
叉

侮
《
研
侮
■
回
グ
ル
ー
プ
）
（
優
■
セ
ン
タ
ー
研
■
）

■
（
千
量
■
ａ
冑
固
文
会
蘭
四
地
区
・
千
■
市
依
冑
研
究
会
・
各
阻
■
冑
研
究
団
体
研
悔
）

■員士

貝士協 貝士画

周
挿
津
の

睡
負
（
■
華
研
修
・
食
冑
抱
逮
研
修
負
）

曲
《
倉
体
研
修
金
・
頁
阜
研
侮
曲
・
■
■
■
甘
食
な
ど
）

金
（
孚
已
食
・
亘
畢
晋
修
食
”
■
国
日
年
皐
■
研
好
守
）

■
食
《
■
季
■
■
・
食
冑
推
逸
研
修
会
）

金
（
全
体
研
修
金
・
Ｚ
早
口
侮
食
‐
■
■
■
■
金
な
ど
）

台
（
学
■
金
・
亙
畢
団
毎
食
・
伍
賦
５
年
未
到
研
仔
毎
）

且
回
臼
侈
《
本

■
忠

雄
丘

承
詞

食
噂

博
蝿

研
で

鱒

轤
顎幸

蕊
霧
溌
蕊
繍
泌
悩
函
屡
■
■
畢
罵

澱鳶鯉 ”珂
延1－

中図伎■導寅
亘向上哩竺

で
②旬市

■
冑
値
勘
●
の
冑
丘
》

貴
寅
的
力
の
向
上

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
丘
と

貴
■
衝
力
の
向
上

学
敏
に
撒
け
る
食
冑
の
惟
退
‐
宇
検
軸
食
の
■
■
．
。
辺
■
及
び
子
ど
も
の
描
辱
店
圃
う

識爵
檀睡竺委軍垂

耳

鷺
秘

I箕

|§
尭

凪

風

Ｉ
と
し
て
の
自
冗
と

手
校
飴
食
の
■
■
・
■
■
を
狙
う
‐
子
ど
も
の
扣
専
を
因
う

発
民
則

■
弓
■
史
且
《
本
市
臼
冑
抱
巡
巴
の
冑
、
）

■
■
■
究
貝
《
本
由
彼
冑
値
■
Ｇ
の
冑
成
》

鳳輯 傭
I

馨膨 9

今P■■回甸【

雨
g与竪里臼研■

1句午竺二

ﾒ

唾
幽

耀
蝿

貝
め

健
麗

食
の

栄
養
故
■
と
し
て
の
自
冗
と

寅
Ｒ
ｎ
力
の
向
上

鯖醗§
内栄

養
■
貝
と
し
て
の
自
宜
と

寅
又
酋
力
の
向
上

■
葺
垂
簿

■
の
早
脚
竹
⑩
●
■
岑
琴ｒ

弾
舎

成
長
期

民成
長
期

巳写＆■Q■■

鴎 嘩
詞

0
ｊ
匙

4年旦回写＃率
勿哉本崎な

ｆ
Ｆ
‘

冬
貼
も

漣 ユ甲■日毎

罐§瀞
目醸甘堅

壊
理
垂

鷺
■
■

蘭
生
田

丑
衝
亭

うすローアガ■■

一

画目■■■初任宕固修

3



千葉市学校事務唾員研修体系図 平成31年度版

研修劇度

巴唇毎'■ﾛ■
■本研侮

》
》
一
螺
》

隼
ロ
冊
■
『

価
■
■
凹
侮

（
扣
写
力
の
■
■
と
専
円
色
の
庫
化
）

克

寅

回

事

■
長

如主
豪
補

;誌
事曽曾世

吋

副

凹1画
…■。

匁宣■

Ｊ
ン
タ
ー
研
笹
《
冑
丘
柑
導
白
研
侈
）

地
区
刷
■
毎
（
地
域
・
字
校
毎
の
■
■
解
侠
と
■
缶
櫨
五
石
の
宵
戚
》

蕊識 ■雄■雄
袖
食
濯
遍
淵
踊
傾
畦
驚
蛾
勤
日
津
鷲
慾
溌
修
農
杜
食
の
宣
化
侭
対
応
戒
る
又
又
力
丑
の
官
戚
趨
鎚
鍵
輔
端
簿
峨
簿
駕
篭
縁
謬
謹
畷
葺
導
誕

リイーレ労プ 勺

■輯幽な入営官威(啓営巴鋤 蕊
踊
珊
端
椴
鋪

、

鷺鷺
巳且、■■色酌TI

”■■嗜泣■ず埜
上』Ⅱ■凸凹ルー■■

叫凸

■
巳
研
修

■
玄
冒
侮
（
千
薗
市
＆
冑
研
究
会
，
各
目
■
冑
■
又
団
体
研
俸
）

功
問
研
缶

サプリ孝一

埴■との■■側
■
月
（
主
任
主
車
》

釦

…】臼RB■(固唾些亜！
鷺む毎き■

勇
驚
騨
鴬

鱗
ふ
く
；
え
封
訪
“
曹
評
篭
享
》
蕊
ｆ
昂
上
酉

中P■■一年寺セレクト■
【3P室■■▼＝■】

(舛臣>ﾕF■■宇亨空

吸早F■■

亭■■＆垂介■行■上亜塑
ﾛドﾙﾘ孝一 ．
…Iｰ

龍乎に■する国ご■n.初
日楠■■■

V
醇乎写戸目する叶■

向■畠■■の抱写を

■几凸

具…錘与p
I3陣毒■自序q中二
散■曰修】

■
■可

写
５
４

■両●画

■F士一と計■15

■眉営哩昏伶■竹■少■■

輔亭■'二■ず4コ■■■

恥を■Ifユ江口

F壺雨5－…悪霊113

１
１
１…

Ｉ
…

４
３
。

連

同
車
■

与
立
■一

》

の
■
■
一

四
唖
極
宮

亭
■
■
の

輻
牢
唾
醇
１
口

亭晤q■苧拘弓上ルム
に初拝凸■■の■

巴E■える

異尭方…■密亭■■)回画守
【日－7年P早口■p】 8早目 BQ哩とQ垂窒】

7年日 餌【“【早■、■

6U■ 勝■■■ー客や）

鵬
蝋
砿
繊
巌
”
高
■
報

…一旦燈し外｡…-..-苫器
正甲 ロ,"･再･ ･･ .．, b国.扇･旬･甲'･雫鹿･…'一

軸●■■■上しての■文

字竺守宇亨Qf宇甲曙一■F

■すること

早■品■の戸■令

亭■唾■のる本

二十勇今専日毎■ぜ

■える ス完カゥ詞毎】 田任ご胃早、吾vzり

【1年四●”】 【佃任串■P凸巨■ぬ函

F僧垂醜韻目罷層錨碍ﾛｶ唖連する……｡腫早…屋より体止
局一千熟市は冑ｾﾝﾀｰが宴砲する研剛二多耐る

4



(案）

、

NO 圃国 研侮名
決定

方途 内 容

資貫能力

政
■
に
凸
贋
唾
舞
■

字甘持写

政
料
専
専
門
性

■
倉
寓
■
・
■
専
喚
荷

■
■
口
早
■
■
■
■
■
■
＆

予
毎
６
へ
⑤
？
■
瓦
■

生
■
掘
弓
・
主
管
理
解

生
■
掘
弓
・
主
管
理
解

位
官
抱
函
・
■
飼
掴
弓

位
官
抱
函
・
■
飼
掴
弓

E爾工

■
■
回
■
■
軍
。
■
は
子
ど
も

ロ
■
早
口
生
む
上
邑
又
■

人
杷
吐
官
・
■
■
対
応

■
■
ロ
キ
ャ
リ
ア
敏
冑

ー

チ
ー
ム
学
校
を
文
え
る

詩ﾘアステージ

亘
長
回

兜
■
国

日日
口

日廿
口

日け
口

日日

克
実
回

■
■
仁
尾
じ
と
研
侮

Ｃ
二
Ｃ

○
一
○

C

｡

Ｃ

Ｃ
二
Ｃ

○
一
○

｡

○

○
一
○

そ
の
他

ﾛ

ｰ一－

基本

琴

全体校艮研毎食

企凸へ自生…や小o中別校長団毎会

巳官

一

墨宙

E■ew

校長とL‐趣営に■わる月■■詮ぴ｡■的亭項について”を亜
め.せ■■Hての頁寅の向.卜容配る‐

”再恥…盛毎F■おる随戸■Eびロ侭睾宇芭9二ついて”を亜
め_冑画写匙ての■頁の同.卜与固る．

■校晶p宙卜Lて輻田昏1-口わるP両■■“守画亨垣!=ついて
研毎を■ぬ画■瑠■としての■質の肉.L亡固るロ

”再恥…盛毎F■おる随戸■Eびロ侭睾宇芭9二ついて”を亜
め_冑画写匙ての■頁の同.卜与固る．

■校晶p宙卜Lて輻田昏1-口わるP両■■“守画亨垣!=ついて
ーエロ■恥■■ﾛ■L』一m』■ご晶凸卜全丙五

■校晶p宙卜Lて輻田昏1-口わるP両■■“守画亨垣!=ついて
研毎を■ぬ画■瑠■としての■質の肉.L亡固るロ
■校晶p宙卜Lて輻田昏1-口わるP両■■“守画亨垣!=ついて
研毎を■ぬ画■瑠■としての■質の肉.L亡固るロ

0

Ｏ
ｌ
Ｏlol○○ l

0

Ｏ
’

○

oｰ

○

ll

0

０
－
０

o

l0

0

Ｏ

Ｏ
ｌ
Ｏ

0

ｌ
Ｏ

0

Ｏ

0

Ｏ

o
鶚Ｏ
ｌ
Ｏ

0

Ｏ
ｌ
Ｏ

0鶚 o

ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

0

Ｏ

○
’

０
0

’
○

lo ○

Ｏ

lo
Ｏ
ｌ
Ｏ

0
ｌ
Ｏ

0

Ｏ

Ｏ
ｌ
Ｏ

0

ｌ
Ｏ

0

Ｏ

Ｏ
’

○

○

ｌ
Ｏ

◎

◎

。
｜
◎◎

｜
◎

ｌ
Ｃ

○
’
○

’
○

に．
r弓ヒゴ

■ Ⅱ

|＝’|－2皇
基本

全…… ’|
色苗■垂■研侮金

l匡甘

巳■
国校長･P■歩Lて蓉紐告'一■おるP■■あい美的事項'二ついて
珠を宝め‐■■■としての寅買の臼 昨舎画ろ．
国校長･P■歩Lて蓉紐告'一■おるP■■あい美的事項'二ついて
珠を宝め‐■■■としての寅買の臼 昨舎画ろ．

人極佐古害申心とTろ＆ロ■■Eついて■円陣行卸面面■守冠め 唖

0 ○

1－『同

○

『

0

ー↑Fr
00o

f-↑
0lo 0

H
○ ○

戸同

。

1－↑戸付F寺寺ー
垂 ロ声一飼邪負【人晒位向） 旦宙

■■上qての門弓力の向上を回る．
0 0 0 。

琴

垂
一
幸
一
垂

■■士毎…研厚会

■＝孝鍾金埴域飼”会

“斡専主任研侮金

各敏禺可主任琿却回診別日侮

一

巳百

唾■

息■

E■

睡蓮■･かﾉｷﾕｦﾑ･ﾏﾈﾜ腰ﾝﾄﾛ且牽ネワヂ卦と｡揮一,

■声■■や蛇印画■墨我任駒■■速…中で芦酎る男

…■写､諏杜官球面■■、申砿ぬる冑垂拘の向上を■聖

睡蓮■･かﾉｷﾕｦﾑ･ﾏﾈﾜ腰ﾝﾄﾛ且牽ネワヂ卦と｡揮一,

■声■■や蛇印画■墨我任駒■■速…中で芦酎る男
…■写、諏杜官球面■■、申砿ぬる■ー町の向上を■匙

典圃“”を寅尾し.陵酵垂亨毎中誼となる■■画令の向上を■ろ．

函P君罰究の恂迅写.蚊科士拝の■■速行唾要か▼垣F■する
■舜函田停を突皿.彼肖垂亨勺中棲となる■官勾力の向上を■ろ．

、

。

｜
○

。
｜
○

Ｏ
ｌ
Ｏ

ｌ
ｌ

、

ＯＯ

ｌ
ＯｌＯ

。
｜
０

ｌ
ｏ
ｌ
Ｏ

内

◎

’○

Ｏ
｜
◎

ハ

Ｏ

ｌ
Ｏ

０
－
０

rirI、rr

0000OO

i同

＋
00

、

IOIO 00 00

へ

ＯＯ

ｌ
ＯｌＯ

Ｏ
’

｜
◎◎画

ｌＯ

八

ＯＯ

ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

0

Ｏ

1－1同

！I日日日Hロけ口廿

、

日

戸完

○Ｏ

一
○－Ｏ

Ｃ
ｌ
Ｃ
ｌ
Ｃ

Ｄ
一
．
一
コＯ〕

ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

戸

＝

一

詩リア画冑主任辛金

－

■宙

I 匿脚一口F壷基F＝寺HT＝壺両殉■毎拍長L,昌屯〒■~■些哩や一F卸する昂““て~功■堂宇毎乞らい‐い〒■奇

←ノア■両津■m中彼を田うせ貝として.宮的佑の肉上を因る．←ノア■両津■m中彼を田うせ貝として.宮的佑の肉上を因る．

痔イア主任としての貝亘を冑丘するとと窪杖…痔イアF口、
管及に肉け企働雪やめハウの向上を回る．
痔イア主任としての貝亘を冑丘するとと窪杖…痔イアF口、
管及に肉け企働雪やめハウの向上を回る．

00日旨口ーー。。。日日日口ー口ー口＋口廿ー由
’
日日口ー廿口廿口

一
○

Ｏ
一
○

0

〕
一
○ 口廿

ｌ
Ｏ

Ｏ
ｌ
Ｏ０
’

０

■ ■に．' ’ヒゴⅢ
二
ｍ

11 旧
二
圃

1

琴
一
一

三

一
琴 唖痔イア主任”金

－ ー

…｡■･極巳主享台両研停会

巳■

巴■
ると歩8呈実圃力や侭買瞳力の肉卜さ呵る‐

。0 0
－《0

二

琴
中一面言･正■再突画や全【伝

。字画蚕･麺制異画恥舎《医 昌■且｡ 廸衡･唾“冑の空専四曲上■両の…行う．堕衝･衣亘轤廊｡荊理口と頁厘の…” ○ ◎｡ 0

Ｏ

|琴’琴｜
垂

’宝] '
歴巷研=黄力走早些貝研悔金

’昌■ |
■■

’辰諒壼諒壼壼丙壼扁了一一一1
…－－－畦一輪■■Ⅱ■u一一一一一一一一一一一L一軍君

’
０

lol

○

'’ ’

◎

’
０

－
０

一
○
一
○

O ’
０

l l l
IO

’
０

’
０

’
０ ◎

一
○

｡

⑨ 日ロ日日日HＯ
ｌ
Ｏ

0

ｌＯ

ﾛ ﾛ

1ﾖ ＝ 囮電恥■占狩尾宇受、研修金 画■ 匪君研修のPa愛扣牢貝哩ての典■力や戸一力の向上を■ろ． 0 0 0 0 0 0 ○ ○

10 垂 琴■…巧貝軒■会 邑廿 依官的■■に■す壁とに乱､‐■索L,.や箕宮の角 ◎。 0

17 ＝ 人偏敏冑聖含…一 愚ロ
人唾古の腫函容轆回るため．人■■■0-吋

砥か中立章力を身に付歴拘酎の冑皮を■ろ．

基きlい向■さ■ぬ
0 0 。 ○ ○

80 ＝ 一曲＝■■P酌一 ■■ 葬岸吋墨郵津a冑の支寅や一面立命のR■踵一勺在り方
ヰー､て…る‐

。◎ 0

ID 季
干配牟今…は冑■、■声睡■

金
巳宮

学■扣埠要■の■■を■め.円勇.ｱ由＝Fロザー■■■害研ア輔■1
…凸■の画口及唾寅を面も．

。◎ ◎

麺 ＝
…督痙ー営め■BT触内価■

田■ 露2
かか“要の固■や色■を凧､､や体一日の貢買の角
酉の有成を何ろロ

0 ◎ ◎ 。 ◎

21 ＝ 雨■．璽往冑宙安産＝争一 巳■
印■ー誼及”■p古今律色白←吋久■■ロ尋研麺■滝

0 0 0 0 0

型 琴 画聖究貝日毎★ …
心
配

凡
力

ま
が

■
回

を
各

函
如

恥
画

》

》

茸千
め

官師程

ﾏ酉再■戸牟一
…の研究の ◎ 0 0 0 0 0 ○ 0 0 0 0

詞 基本 長踊研毎 楢■
公■によ醒周砺侮の■金を与処巍蔀寅問卜命口■回-野ろ研究を
爵ル歩雫■国毎を■LてFママ同PH r画■■■力亭＝墨 誌彼官の

旬■詫宣師ら．
◎ 0 ○ ｡ ◎ ◎ ○ 0 ◎ 0 ◎ 0

24 基本 璽口士毎畳■金 巳■

■つき■、~や醜伍垂ヰーもて坤亜些庫“回報の貴寅向
卜上虫藍尼宮→冑成をめさL娼栓内田”＝合私ての一文“･及

醒羅潭…冑成をめざし潭校…毎』毎幸■垂H〒m缶一貫め
＆

◎ ○ 0 。◎ 0 0 0 0 ⑥ 0

鍔 基本 =庫■胃パワーアブブ…■令 ■竹
＝師昼育の律顛さ呵るとと似二命･中霧嘩けるP垂心、早■■'一
ついて色■を行い.＝ロ凸冑の交実を■る．

0 ○ 0 0 0 ｡ 0

麺 ＝ 小輯真舞…■貝■厘研■ ■■ 小毒＝からの■画面耳回■官の
再サト■け.其画α冑の政■に貴する‐

唾入､Z学年の英国枚冑の■
◎ 0 0

刀 基本 中蓉具星科佑■力向上田侮 田口 …五■の価句力の向上を回る。 。0 0

詞 群 Z1憐厚審鋸ど■■夢辱亘盈恥 西
に
塁

厨
■

回
を

監
庫

と
冑

壁
の

》
函

恥
》

る
の

あ
■

船
紅

・
寅

唾
克

と
恥

珪
ａ

ｒ
枝

南
膵

て
本

、
■

乱
錫

甦
ｆ》

の、
唾

干
し 0 0 0 0 0 0 0 ○ 。0 ○

四 基本 命中齢、口早主任研毎食 邑■
小中円頂文■手枕におけ私心蹄扣卑ﾄ、画■■卜壷に■する事例研
克や研究毎■を雨．

。0 0 ○

鋤 基本
使掘専麺研文拉■凸【今

邑■
牟中特駒支■学校1二おけ忍土栓埋写 LのF■■L和偕頁する事倒研

。 0 0

．I 基本 罠や雷亨三三貝研侮★ 巳■ 畦字拓中＝■としての寅頁向上』二肉睦恥を実寛する． ◎ ｡ 0 0

虻 ＝
小中高恂戸●串報匝頁柑風推■明

只痘一
巳■

＆冑伊■I~■する亭例研究~究也■客硫､､鞄彼話回の掘垂巳函
る‐

0 。 ○

。基本 申戸車唾描写戸■■宜唾■⑤ 量■
中報･冨甸報唾ける生直押卑卜
究輌再ウ■喧行L,盃囲写を国ろ．

命賭■■た一『-耐る事例研
0 ○ 0

郷 ＝
特固文田手ao歪曲門口は古田凸角

龍会
因■

不中頁特飼支橿密における側蹴支医字日のエ凸角四由国■右の
壺亡向の向上を回る．

0 ○ 0 0 0 0 0 ○ ○ 。 0

聾 酵 尾■負専貫■” ■■ 用■貝の寅■向上を回る． ○

” 基本 …マ平ワメント研修 且■ ■画一I-すの“ろ寅頁の向上を■る． ◎ ○

37 甚本 体官拘…■■■金 伶、 報体頁扣厚の田■ん白櫨研修を行う． ○ 。 ○ ○

型 基本 やンス夷拉■■金 姉更 創作ダンス.田代的なリズムのダンスの実拉恥を続・ ○ ◎ 0 ◎ 樋I哩再Iﾅ棄定

.9 酵 蓉体冑日宝腫頁研修金 ■ 報体頁麺についてのE■.■趣を行う． ◎ 0 0

軸 基本 ★産■スキルァゥプ■■金 田 安全『-F口’た星亜扣ご尋寅位研修を儲． ○ ◎ ○ 0 ○ 胸I田口峠eを

41 基本 超ンススキルァフプ■甘食 巳 ダンスの恥■的な価■についての実筏研■を祷り 0 ◎ ○ ○ 掴I睡員俵令室

4Z 基本 ~＊率研管白 ■ ■■■育に■する研修．研停針頁の立正旬を伺う． 。○ ○ 0 0 ○ ○

⑰ ＝ ＆■繭■主圧”金 田
“拓弓の兄更『-酉する引修 侭健門■主任の役領.実囚唾告

■声針宜I二■する研究憾■(分料金〕を儲．
○ 。○ 0 ○

“ ＝ 安全門■主任龍会 日 安全掬毎主任の役■、 r安全巳防民耳』に■する固毎を掃口 ○ ○ 0 ◎ 0 0



(案）

の

NO 田冠 研修名
座

方皇 内 容

日

故
再
専
専
門
住

■
■
寅
凶
Ｄ
価
早
拉
■

■
■
口
早
■
五
■
Ｆ
Ｇ
■
弓

子
ど
も
《
⑥
？
■
■
■

R質能力

1

生
艮
抱
巫
・
生
巨
■
■

ａ
冑
杷
■
・
■
別
扣
専

“
■
ご
江
■
伊
心
■
な
予
狸
も

。
■
■
ロ
畢
垂
上
回
文
■

人
柚
敏
冑
・
同
■
対
応

■
■
・
キ
ャ
リ
ア
盈
官

チ
ー
ム
字
校
を
文
え
る

成
長
阿

免
民
■

童

｜膵一

充
実
■

〈

■
■
匡
唾
じ
た
研
修

テージ

そ
の
他

ー香亭 声＝＝■ImP茸興口堕画邪安 ＝■昼w ー0－■p⑨マロ酎摩■L＝ジレロら四面■君1丁刀■unに町…的厘ﾛについての…行う. ○ ○o ○o ○o ○

Ｏ

00 ○○ ○

Ｏ

○|“’

“

|
｜
“

’竺玉｜
基本鉢

’垣■画■”会 |
畦毎コ主任”会嘩旬勤王唾”食

l■皆 l
■■ab

lI
歴現研究画■〔｢企ﾛｰ回する抱埠l宴圃照合》E行うロ

。

○

一
００

|ol

Ｏ

l
｜
◎。

l

Ｏ

l
ｌ
Ｏ

0

l

Ｏ

|’ l

Ｏ

’

○○

’○
目目日日日日日H日日日

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

Ｏ
ｌ
Ｏ

Ｏ
ｌ
Ｏ

0

ｌＯ

＃
HH日日日日日HHH日

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

Ｏ
ｌ
Ｏ

Ｏ
ｌ
Ｏ

Ｏ
’

○

0

|“I

０

|
－
７

４
－
４

’

鉢

｜
一
琴

’畦毎コ主任”会 l
葬る塑■日誰研毎食

l■■

邑旨

ｌ扇多角

や
■

画
岡

■
■、

皿
吠
歯

。
基

き
寸

馴
回

扣
韮

食
ｒ

働
可

観
世

役
宜

の
観

任
飼

主
塵

孝一役観.愉食扣卑についての■画や
軍M■再ウ齢ﾛ■fr今Q－n÷工重砲ﾛロ画■‐､と＝

○
二
Ｃ

、
二
コ

○

－
⑥ Ｏ

一
○

0

｜
０

日日日日日蛆 基本 一口■■唾合や■■句会 屋冑 『■食■■(難■■動｣r女に■すら紺■】についての色■を歸口

“ ＝ ＝呑牽■局研声F‐▲ 邑画

『食に町る柑尊｣'二ついての■画．冥践発囚.■■･持導高作厘．
『食に飾る持己』について、五日ﾛ巴■.P■毎■の屈同.威旦師

う
○ 。0 ○ ○ ○

“ 垂 ＝函昼▼一再漉研■金 ■■ ■今●■・蓉如負員皿寅W･頁■作崖についての恒■…‐ 0 ○ 0 0

51 基本 埜封るプロ”頂研毎会 巳■ ■医宙一円する掬厚捜■研文を病． ○ ⑨ 0 ○ ○

5a 垂 小蓉■判■■● 抱定 球面肩につL,ての典技■冒（■トム嫁拉輌年■■)を儲． ○ 。 ○

郵
一
弘
一
野

酵
一
垂
一
酵

■金

本｡…睡忌碩毎

芦垂ご午回■■qb

や他

巳冑

田■

星旦r毎■■居■扣己の良枝”を行う_

写
画

一
《

郡
■

拓
痴

昼
的

生
且

ユ
唾

棺
及

の
■

》
唖

二
杖

似
■

坐
知

う
な

員
的

畦
酵

》
酔

立
基

自
の

の
冑

へ

蓉
曇

■

位

母一一時”園L心負に封し､日■の欧冑

■ー､て臣俸を抗h，宿…充実'二寅する▽

寅斌唾づいた、拷卑 吟勾

一
○
’

○

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

｜
Ｏ
ｌ
Ｏ

0

0

｜
Ｏ
’

’
０
一

｜
Ｏ
’

｜
Ｏ
ｌ
Ｏ

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

二二
錘 基本 ←…睡…頁Fト■生 巳冑

■a…■零■力.亙性申垂r亀日吾を麺すエー岸上哩画は暫量乱生

色炉＝マー射る棺耳力の口卜哩句＆
0 0 0 0 0 0 ○ 0 0

師 鉢 己■
ーーのP＝酉函童字晶掩問■q＝､ての…垂毎も_睡戸=堂

0 ○ ○ ○ 0 0 0 0 ○ 0 0

曲

匝晶

＝

差÷

~守伺＝…ー■垂亡応雫 田■

唾ご津念α~し壺冑函や市、津■がノキ弔再"･･才ネジ期ン卜の寺え
….■■唾ロ■ユの舛磨毎.五回…五五…鰹竺口孟■

むめ輔兵舎一名昼垂■力や拘写力…寅戸『~■す星…唾＝き＝
垣 ■ｰ■■■の中核的唾■<F屍亡拝hとしての■■角力⑱向上を■ろ

L･才ネジ期ン卜の寺え

『…露は冑孟■

rる一日毎を■

■■方⑱肉トさ■ろ

記■ー…･…回考'壱群■側巴写＝、画毎蚕涼め.■■】

卸寺え

b･■■可

方

欧冑孟■

日毎を■

ﾄさmろ.

卸寺え方

欧冑孟■

日毎を■

ﾄさmろ.

○

ｰ

○
一
○
’

○
一
一

○
○

○

ｰ

0

Ｏ
－
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ

○
0

0

ｰ

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
一

○
○

○

ｰ

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
一

0
0

0

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ

0
○

○

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ

0
0

○

Ｏ
－
Ｏ
－
Ｏ
ｌ

○
○

ｰ

○

Ｏ
－
Ｏ
－
Ｏ

0
0

ハ

○

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

◎

0

八

0

ロ
：

ロロ
i同

■■ ■■

Ｏ
－
Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ

0
0

へ

0

1 1

＝ ー ＊ﾛ一宇。…紋配り 皿ロ
凶？わ買貫の戸炉さ■里

○

““ 基本＝ 仁一…r温…椎■“ ■ぜ凪皆
ーぬ■電Lて司尭蝿

しての寅更全角L字句星

堂』~■接一口写F乱tて”を画め.管甲甲と ○

P ﾛﾛ !p ﾛﾛ !! Ⅱ
Ⅱ ■

1ーIr 戸

01 琴

－ 一

■

平口 ｐ画

卓
再

畢
写

『
一

一
一

■■
利一ヨン.■■『特■文梗歓冑担当毎
■■『学■扣写要■とは冑■画.字■内耳･柑耳

－ー

』を”．
○ 0

ﾛ

0

ﾛﾛ

0

ﾛロ

○

!!

0

!！

0

!1 ｺ
■

0

■■ 1

！

○

ロ

画 基本 ■■ 特扉憾字■■報p■を師. 0 0 ○ 0 0

画 鉾 巳■ ■専門研■rC■酋客韓工■■血!『二p町る． 0 ○ 0 ○ 0 ○ 0

“ ＝
特戻す浦■口僅拝mB■■研巴

院■再 旦哩
巳■ 壷叩牢r密で生かせる寿卜ぽの梱扉r函｣にゥ皿する‐ ○ ◎ 0 0 0

聾 毎本
■■■貝研修

凪■ 峯叩戻毎『心咽ゆ容残W1SC一画｣に①跡＆ 0 ○ 0 0 0 0 0

“ 琴
■戸右■堕冑塵、■■貝や
昼詩は不向的

田■ 野ど麺実呼『-唖で全専門研惇『-今吋ろ． ○ 0

Bア ＝

伸戸者海敏官記囮丹吟Q研修
、的.目･侭■~耳b■■ 巳■ ■■『■別の抱写計■を実施して』を扇． ○ ○ 。 ◎ ○

曲 ＝
歴特■寺海凸育コーディネーター

恥
邑哲

里竺r鈎右沌勾冑コーディネーターの役■』
空■r＝罰P、率上古毎1

画■．r■■晶墳冑文畳針■の伸成と依内文…あり方』

四:r■＝見⑱車一歩む埠・症‐母らリヵ唖…銅．

0 ◎ ○ 。 0 0 0

酌 基本 リー毎tZ年且》 捲具
己宜冒

＆
位
す

の
五

竃
に

》
垂

卸
値

心
い

Ｌ
時

》
》

唾
垂

位
匹

~竺記､た位冑角竿卜品 ○ 0 0 0 ◎ ○ 0 ○ ○ ○

和

71

＝

準

リレ牢【3年目）

■任…任辛

随貝

随員

■＝＝ー吟町函館Lや■E肘L日■の…一重式､登色冑P■卜、

■■弓､…を、,､掬斡克倉I一口する.

＝＝⑯昌体駝室恥方翫■文撞旬.”尭垂…更さ苧でF口する異

飼唾■鑑＝写 党■力･抱旬力の肉上昏芭るロ

0

0

0 0 ○ 0

○

○

0

0 0

○

○

○ 0

0

◎

ね 垂 ■件一尾” 掩頁
…の中心馳詫である研戸合拝に対L齢■毎毎旦一幸功施
箆ﾘ.”…作を■るなど.声■＝、垂要で写で9－酢る＝酋輯危唇竺

春な面 命■カロ抱導力の肉上座■る．
○ 0 ○ 0 ○

＝ 佃竃セキユ"ず田修〔P宙。 扣定 壺一生ザる■■たしての価■セキユ”ｨ風十毎回る． ⑥ 0 ○

鉢
＝…ｽﾃﾑ■何百句(●蕗字拝
⑤

唾
偽一堂缶システムd

の員貢の同.子舎■ろ．

写る彼時や揮占I＝､て■匙醇さ再専として
｡ ○ 0

基本 ＝一口■■…口今 拍定
…凸呼一斬る技冑や挿占'二郡､て■飢一取掴昏拝■“ての■■、

■上を■るむ
◎ 0 0

基本 品圭一竺琴スチ" ■写■作成叩 唾 伊＝■シス子" 揖更ら■丑■作戚の方軍を■骨する公…恥部う‐ 。 0 0

基本 不戸一■■■■■毎 掘定
不岳博ロ金今…“を■ぬ｡貞圏亭侭田寅己歩生して密写雍を字ぴ.実

画荊珂向卜哩呵る．
○ 0 ◎ ○ 0

＝ 牛一千少時守知事毎(坤匡■団 樋定
不■杖兄■への…再め.寅固卒倒固究を上庚『て両写方毒一・実瞳力

、口にE固る. 1 0 ◎ ○ 0

基本 小＝”ｦ－位冑剖毎 紺定 ~幸けるプログラョガ敏円のわらい霊“す甦醒さ室麺軍1
リ酔侭を“な〃1で.寅、的毎写力の昼成を■曇

◎ ○ ○ ○ 0 0

的 琴 小垂外唾暑■画■■■研停 拓定
…外図■脚及び外■回墨■I=おけ6彼貝③■■垂■色白、肉ト刀fg■■
誇匪皿晶■■■介命■卜容、晶 ◎ ◎ ◎ ○ 0

01 叩
■酢営中と屏各

粕且

酵■応導要■で承さいた『毎口■駆江■■皿ヰカロ周■力．固現力･字ぴに向

鋪力らJ…jの三つの柱を拝l引て.活写･再■する庫の回否占専屋､で
…

◎ 。 ○ ○ ○

輿 専門 ､手びJの夷■を目 ｡且

里里哩戸労けぷ主体的･吋回的で源い学び』、貫画島目■し.字■内寧、垂

升克華因る酌の視回、■定点旬に〆b秤亭.犀一m田墓卓面『‐生
ける司見■が中白寺白上固り凶む■P墨町1石ついて字呉

。。 ○ ○ ○

面 写円
犀向にり

再
夫

■
墨

画
咀

聿
ｇ

一
君 命且

腰字■凋写■■可の主旨監田ま几.碑■の方氏一もて字星戒迄一や

全一実存r~、一m■叫の摺■づくりをすぷ各甜菖砿ヨ芒君尾し坤圧紋冑
阜､＝塁

。○ ○ ○ 0

卑円
…踏制’

二千巫市が寄る縛国､畦■材仕1 蝿 の臣
干寓市鄙醍特嗣史跡･切口剰貝可を見字し.■寺献の垂しや■画謹、

て癖エ三屯で海■や杖外字■I=むかす.また.酌化函貞を字晶
◎ ○ 0 ○ ○

■同
恥＝誇料■

一千瓦宙が■辱■師奉色■杜G1士子一
の臣

干配鋸黒■ぬ所匠貝羊L,写らug欠かせ＠L,脚酬●丘きいnxnm毎m

窪とでﾏ巴■密一■に生かす.また.欧甘←の襖■を零吾
。○ 0 ○ 0

専門 希■

…畦胃竺冒の■伏と■■f■衣L■…週〔廟R■宜町･主紺韓

冑･ロ令一■などの今日解軸■座屠衷坐内ロ)壼睡食酌畳一■~■

乱､て＝ロ
◎ 0 ○ ○ 0

専門
→や一毛画料

一当軍っちり諦再、宮欧■醸一
免風

■…育炉■■上■伏を■攻凡ﾛ厭雫■両専畏画のbいhと民■の麺を字
晶

◎ ○ ○ ○ ○



割

’

NO 困圃 研修名
定
垂

氏
方 内 容

資質蛇力 III
敏
■
に
あ
要
な
■
■

Ｐ
当
Ｆ

ｍ
ｌ

Ｅ
Ｔ

Ｐ
当
Ｆ

ｍ
ｌ

Ｅ
Ｔ

Ｐ
当
Ｆ

ｍ
ｌ

Ｅ
Ｔ

杖
間
写
卑
同
色

昼
■
寅
圃
。
届
■
拉
岡

昼
■
寅
圃
。
届
■
拉
岡

昼
■
寅
圃
。
届
■
拉
岡

ﾛ

ザ旬

E■

bロ

ー申

｡■

⑤瓦

■■

五″

■G

■

｡

生
徒
扣
卑
‐
生
佳
■
隅

歓
寅
槽
菖
・
■
別
描
写

剛

○ぬ

■■

■α

･瓦

■■

■夢

上凸

の■

又は

■ザ

E

ら

I

人
随
位
胃
・
周
■
対
応

皇

アチチ

迅
尾
・
キ
ャ
リ
ア
低
冑

ー
ム
手
校
を
文
え
る

チ
ー
ム
手
校
を
文
え
る

チ
ー
ム
手
校
を
文
え
る

ー
ム
手
校
を
文
え
る

チ
ー
ム
手
校
を
文
え
る

ー
ム
手
校
を
文
え
る

キャリァスー

皿
艮
蹴

失
凰
回

克
寅
則

■
■
に
応
じ
催
研
修

そ
の
他

､一一一ー

叩
l‐報… I→手校医判

一『主体的･対回的で皿学び｣'二つ~

る置…因を■した紐屋づくり-
崎且

FI

麺1年aからの癖■扣郭■図の●、画電1コけ.今…訪渭の轌辱ｲﾝ

ﾄとな籾主体的･泥的で亜い学び』.この字ぴを…竃画を■1 解齢■電
■し唖Q<ための早燈について字ぷ．

中蓉■“手■を■めるうえで晶要な■宮･貫敏の勉…陸を冨めふ上上▲

麺1年aからの癖■扣郭■図の●、画電1コけ.今…訪渭の轌辱ｲﾝ

ﾄとな籾主体的･泥的で亜い学び』.この字ぴを…竃画を■1 解齢■電
■し唖Q<ための早燈について字ぷ． ロ◎◎ 0000ロロ口口口口口口口ロ口I口IIII口I口口口

’
○○ ○○ ○○ロ口に．に．

厚門

…■Nz
－曽竿■抱司■■で笹ｦ内歴中心侭■

宮･”毎両■や技■畳宜隼 心う1－

命昼
匡酔産写要■で■う敏材'二ついて宇写一

踊字■…■■のね里､＆■左えて.ゆ毎■抑
…方…諦孝星

踊字■…■■のね里､＆■左えて.ゆ霊喧目I

の在り方や■め方を字ぶ

こおけるF■■輿字■の埠宜一おける両■■曵字■②埠宜
○ 。 ○ ○ 0

､－－一ー－

専門

一

＝令霊屋岡E
④■

▽

■字■…■■のわ弘､丑P今Qて.牛蓉足■j-おける滝■■国字■の授踊

唾り方…方を字呉
◎ 0 ○ ○ 0

妬
＝

認國こR立つa誌吾胃量両と田画
｡■

丑輌■麺冑の■町E字び.■■上■■の…垂E全かせる~こす
る‐日々の■負ﾏ■■･実陵I=幸かせる伎鷹を.瞬■･翼■ヨして宇冬

◎ ◎ 0 ○ 0

専門 "■肩■■と■■ 輪風
邑函…冑の■月を字び.甲■トロ…■■課色と今かせ“狩
る．

◎ ◎ 0 ○ ○

専同

専門

耳門

一…ちぷ夢中になって誕酎凸単元

p色、T←

塞再が両む亘か…ﾛ

一■日から便える日■の円専一

輪且

命■

幼■

語部宝珍

LW舎坤4
閃の■■宜呵…た色F晶要な力を冑鰹て

て宇呈

乖邸生g掌p卜垂酎6生居科の■象■固…ち…力任寅堅て

命中蓉合■判砿冑、四ザル画可を■まえ.和田蒔塞先生“すぐ罠

亟つ扣■…“晋鳳める.

▲ －宰凹←生時具回■師全■亜I←一面m一‐…匡勺

◎

◎

。

◎◎

◎◎

◎◎＝＝

0

○

0軍

○

○

○画

0

0

0軍

例閉 ■門専門

~扇

斗一…■鳳再Z

ヰロー■T員■HIl1■j

一…下……■■両⑥一冒轌学竪盤&品.‐

命■④■

の■“
｜
雲

一
一
尋

一
一
》

』
｜
一
江

一
一
《

》
璽

在
の

閏
付

子

掴
一
四

■

■
’

０
匡

一
一
色

一
一
一
…下……した圃衝…､……る
…殉…=

◎

。

。
｜
０

。
｜
０

oC

Ll1－11－11－1L↓L↓uu
Ｏ
’

○

Ｏ
ｌ
Ｏ

o

Ｏ
ｌ
Ｏ

o

1－↓1 l

| ” |輻’｜_且旦
和

’【1■j

■■両⑥一 |
写

ｊ
閉

■
■は

色》

再貢黄
の

空
雰

樫
下

蓉
蓉

手
十

’

■

｜

田

の
色

I＝＝E討毎上l住町営の璽宝Fph皀室め子径和掬…畳一

命垂下蓉苦詑門 余画材の■＊■■釣さ高…函揃写華蓉宅

|・’

。

l|
｜
◎

l

Ｏ

l

Ｏ

ｌ
Ｏ
ｌ
Ｏ

lol

Ｏ

|
ｌ
Ｏ

l

Ｏ

l’○

l

Ｏ

ｌ
Ｏ

弱

■

Ⅱ再
卓

伺
う

率
転任

》
垂垂で ●且 登画、虚がりをー1画技制毎超Lて初等拭産を身偉付げる‐ ◎ 0 0 ○ 0

ﾛ一一一ー

1m

一

専門

専門

勺ロー〒再街■F”■》

=B土壷倉企貧鍔一

＝､す駆使八る麺恥

命■命■

伶虹

■口金』て卸をーL,■猶■■を■Lm蝿磨を身に付”＆■口金』て卸をーL,■猶■■を■Lm蝿磨を身に付”＆ 、。。

。

○○○○

◎◎

r1F1F1同ririrlrI □0

○

0○

○

0○

○

ri戸

1画 弱

一一口目

一■字■扣毎■■をP今Q』すロニ歴粛

■両毒る『詑郷■■作■一

●風
酔■桧専更個を”す口上｢軍直．。■申珂j｢屍■ヰョー唾』弓､て乞畏な
空釣･丑本的～■歩姉■を毎恥真n錠堂画商を亭酷ユ

。。 ◎ 0 ○

Tm 妬
＝爾再

一＝肩…ぬ乱を字ぶ－建審厘

島一

｡■
同用し←今瞳面子を■Lてﾛ…-雪する~垂苧今窺塞
■担唖貝よー….ー卜をめ封．

。｡ 0 ○ 0

函 専円

一五回毎■

一…ら､R＝堂宇うりID南’ぜ■

割ずRう.ー＝一

●■ ア……君用.鬼年2-,角…"……て⑯…｡すぐ
…”円石を.…吟司し蓉基

⑥ ｡ 0 ○ ○

1罰 専門
…ppF角,’て
…の戻酔■た…■

貫筥＝もて一

｡■
珂屑寺‐亭津上秤P…＆一口今伎 0 ◎ 0 ○ ○

U“ 和

…錘字

一…■計■や師.恥辱狸や

堅早竺吐踊ﾛ王配･麺的でユ､学び
馳手

｡■

陣…■のFF対け5…邨津■…､毒珪負

巳●皿写の＝丈…'一ヰピて.これ家…塞角や一h発、二画F乱､て
り…貝寵し合い.呉凪力の向上を嘩吾

主鉾的･舛低託、字ぴの実■を■■9．酷…■の吟同一告げる■力
○ 。 ○ ○ 0

107 専門

……■晶弱■

一主体的･剣画…い和の寅■わ■

堂丑郡■台的癖■⑩魂』E典毎1島
矛

＄且
主繩･…で郡､学び⑩寅詞を貝掴込嘩壺孚廿､■雨1－熔ける■力
醍畳函くり~､＝画

○ ｡ ○ 0 0

I■ 専門

舛邑…､和露くむ■

申香図杖孚嘩妻画

■

専門

■

字
一

伝
リ

ー
く

■■
酵甘…■F亨骨Iもて0鞄■■■の
茸狩一主叫.P”令■■の一助とず5．

＆た、■上且…屋も輻ろ
◎ 0 0 ○ 0

1画 輯
独
自

拝
轟

Ｋ
ｒ

■
酉

晦
早

り
え

一
一 伶亘

寺、乳三ｋ化幸の》の配Ｌ

■

酔甦ｎけ負二ｍ再依の

■

五毒
口

中
ぶ 。◎ 0 。○

11｡ 朝

…五色科毎■……のポイ

ォ【ー1
－写込■酢る、■の授醸リ巨肉け

て一

④且
r■■の＆輿玉田』の抱専方稗干失(侮同.E■･ヮ一坪】と輻の
埣丞､て.国■輻慨■竃かこ手F

⑥ ｡ 0 0 0

1lb 写門

＝う■垂目のn戸★ぬ卜再■⑭承イ

ント【中鞄】

一坪月■吋凸■征の■■火りに禽げ
て一

⑨且
『甑、唾弓田■｣の温写方氏の工夫(免同､臣■bヮ幸一とF■の
睦一､て.■■や■■画向から苧ご‐

。。 0 ○ 0

112 専門
轡毎亜垂寅匝研■

一今由ヰ吉と局■＝垂ｵｰ電り■ｵ辛めI＝ ⑦■ 毎■＝■の学■、■峨方や胞早のポイント任.戸赫画して零° 0 ロ 0 ○ ○ ○

11ｺ 和 ､画口司ぴ■体つくり■恥字

閏駒万一

危■

牟垂緬岡の体つくり■■■啓q堂堂守る■ｵｰヰF轄抱■の万茂密■の■め

菰ニユもて唖を臣め､梱ヰカの向上を図6．ま起劇学■拘埠更P、ご画の
ポイン浄寺え乃産ついて季ぶロ

○ 口 0 0 ○ 0

114 専円 に稲辱侮の冑依ラ

岡
山

》
》
》

の証

－世頁■挿卜”浦とオリバラ位冑におげる■に吋企…方宰■■鋤■

ぬ菰ニユ､て唾任….耐■力の甦遍国ら.座酵■揃旬要■の改訂

岬ｲﾝﾄや魂方1コ､＝
0 。 ○ 0 ◎ ◎

1畑 専日

小寒冥画の酷■向と､畔■全の拘

動郵宰も存ぶ

一次写巫から本路■■己。え跡報其
■ …毎曾のnW二不溌ある涯大

■台1－

色瓦
⑨豆■■……■E固り.恥■宮をどm■〆命鐸二句…らよい
かE手r‐

◎ ◎ 0 ○ ○

11■ 写日

小蓉蔓匝の基畳を字ぽう1■

一包任一人で貫酎ろ危めの方睡彼え宜

寸一

輔丘
『ピBT配』やｲW■名丞』の子”嘩幹の孟厩方壁やロア好轌子－画■
園｢ て輝方座につい壱ご‐

⑥。 0 ○ ○

Ⅱｱ 専円
命電其■の基■E梨濁2■

一画任一人で寅屈すらための方憾凸巳さ

T一

坊、
r唾~BT叩｣や｢W■評』のテジリ唖材の融用方譲や.ア万イピティーの■■

を■して殉毎万浬1こつい呼ぶ．
◎ ◎ ○ ○ ○

1ID 専門
小蓉其■の基巴を韓展”且
一旦圧一人で貫圃すらための方迅郵ま

ず一

命且
｢酉0T形』科W･＝Jの子勿ﾉ心材の患用方途や､ァ”だ子←の寓■
畳迦して宿導方垂について字ぶつ

◎ ◎ ○ ○ ○

110 厚同
主体的･対回的で郡､字びの貫瞳を日柚
寸授蕗…9万

一”につな邸も■■改句一

坊画
酔■痴尋函主■ぜ■食えた立体的■鈍征…写びの実攻を回るため

居醒J-ぅな鄙る■■趣■につい春星
○ 。 0 0 0

I趣 叩
がノキュラムロマネジメントーはRわる

－葎の骨伊仔今か唾カリ今ユラムロマ

卒プﾒﾝ稚杼おう＝

の五
ガノギュラム･マヰジメントを生かし.『←ムー1脚Pてどのよ制＝唇■西し
見丘･生律を…Kかq■、や方浅モ字基

0 0 0 ○ ○ ○ 0 ○ ｡○ 0 ○

UZ1 写門
…a冑一

凸面
Ⅸ竿■揃再要■IこおいてG克症■星尹上顎承ぬられ、…ア欧冑につい
て＝っ

。 ○ ○ 0

1型 車門
■■モラル矼耳の…方Ⅱ

一今.凸艮毎憤■弩唖何を卸ろう一
ゆ且

含めた竹■エ■■■茜用I幸叶凸楢■＝唾、二ついfmロ

カの畦を■る。
◎ 0 。 ○ ○ ○

1面 専門
■■モラル＆冑、■め方■

一令づてみようl棺幻奇凡孜冑－
玲固 価■モラルの宿口実■亭側や手■コオ”の専函垂弓につい壱ご‐ ○ ◎ 。 ○ ○ ○



(案）

、

NO

IZ4

賦逼

写門

研修名

一宇ロ＝の中から■■に役立つ冑

匪嘩さいつけ上矛

快定

方堅

⑱因

内 容

和…⑳■伸方画や貴料の■用方筬啄ど正字び．■■I章かす

位
■
に
必
畳
は
寓
昼

『F

矼
再
専
写
門
柱

座
■
夷
四
口
掘
専
笠
間

ロ
■
。
早
■
瓦
■
ロ
凸
■
、

▽
ど
ら
へ
ロ
や
■
■
■

○ ◎ ○

I買飽力

生
憧
面
弓
・
生
匪
田
風

’
．
百
両
椙
映
ロ
曰
圃
宙
卑

｜
銅■

｜
人
■
皮
冑
・
因
団
対
応

■
■
”
キ
ャ
リ
ア
杜
冑

チ
ー
ム
字
校
詮
文
え
る

成
艮
期

0

負
且
回

0

垂

｜睡一

克
実
四

○

<
■
■
に
庭
じ
た
研
己

･テージ

そ
の
他

ー一

I濁 専円
字芦＝岳■ｱ■【中報】
一宇…の申から便■にR立つ■

畦尽さ“つけよう一

-

色且

、

字■…の跡猶や宜叫の冠用万国などを字び.P■R=君かす

ｰー ｰ

○

ｰ

｡

ｰ

○

ーーー

口
1－1
口
1可－I1－
日
F1r11

0

ハ0

○

ハ○

0

へ○
口ⅡにI

昌旨岬

｜

．’

’

、
｜
唖

I胡

唖

＝■■

叩

一圭

専円

叩

ｰ'■'■T牛字枚プログヲー■画T

－ピ季■－

小…”ラーコ■丘

ｰ'■'■T

小…”ラー声■丘

ユ面

咽

一菫

命田

吟且

－回弱＝敏官'二弐1…を友め．回分で浅罹凸烏Iﾆするロ

一一一一●一＝オー■ L－－e－－－■記隼一睡＝戸一己一夢

…ﾛ”＝■頁11､、黒を五め

1ーI

I計庁

へ○

↑H
｡

月

伝I1
1

－1|
－tI

計11
計11

－1－11
計計1計F↑HI計↑司↑計目ー

一
ｍ

一
ｍ

専
同

一五E･皿…てみ墨一

－

⑱■

.扣導華英国侭に1､寺二
【五色･圧ご＝

…ログヲー唾冑につい西展を画い､函…実昼旬こ乱､＝
I……■の堀口■色勢ヨ

◎

。

○ 0

0

○

○

0

0| ‘璽’

、

|
｜
画
一
函

1.11.1

’

叩

一
叩
叩

専門専門

一瓦函･■再…字…づてみよナ

ーの対風力匠冑てる

一不安の鹿■暉日盟処寸基陛晶の面■

とスキ凡を且毎で酔う'一

寺晶…届…凹詫■■作艮一F

命■

＄且

睡蜘扁畜痘叱のエ唾I二ついて学び.餌日をヨして更酎る力を■める．

牛･…ぞ神亭■を淫『=■決戸客旺し合いLーJ~声申し、,た煙中
で．亘跨面■勺文民の在り方を手ぷ．

○

○

◎

0 ○○

0

0

0

○

0

0

待ら主一

＄且
詑司円垂＠回とワ→鐸ぷ．

◎ 0 0 ○ ○

I鞄 写円叩 …幸 の■
＝し…”一へ伊埋画をロめ.字詮り壁か秤や確字

星
0 ◎ 0 0 0|"’

煙

|
一
ｍ
’

四

’

叩

一
覗
一
弱

辱
周

－ ｰ

P由閣1－

の丘

姑且噂厘

で.一人一人の和が蜜｡●●歩■ぎす÷歩舗壼る■LL,や竺印

………Lて.アセンン魎芦■輪.”･叉乖丞､てー 泰の

■E■写工…唾■書目耐．謹謹謬諾諾課皿己”･貝万＝､て重湧些…

ｰー ｰー ｰー

◎
’

○

ｰー

Ｏ
｜
◎

。

ｰー 目ー ｰ

Ｏ
ｌ
Ｏ

ｰ

Ｏ
ｌ
Ｏo

ｰ

Ｏ
ｌ
Ｏo

－

| ‘卿’1狐 |
。
｜
凋

１
－
１

’専門｜
門
一
門

専
一
心

自韮琴窯5+cgi,御1－ ’|
”ナ凡Hf懇L一
一一晶字■‐卜好色唾

宰鑑

i坐と
I牟報Z】

’

■

｜

虹
且

姑
む
ら

ー

’
且い‐空包垂色目殉す‐

0

日日日
lol○ '

◎
｜
◎

’◎

◎
’

○

Ｏ
’

○

Ｏ
’

○

○

日日
lol◎ l

○
一
○

l0|
Ｏ
ｌ
Ｏ

l○

Ｏ
ｌ
Ｏ日

↑刀

t釦

専門

専円

齢…な諄■作り【小報Z】
姶且

紬皿

一人一人の基を生か雄め』索…閲■手屋の■■呑酋■を中心産や

←

一人一人の娃宰｡殆▼ため1章“字色凶■早恥■再杢五■を中心Iヰ

ニ

◎

◎

○

○

○○

○○

0

0

○

0

0

0

1塑 耳門
領■■R蛍吾マーリ壷白圃研p

－Pご…の心…碁堂宇＝竺
睡■のノウハウを…

鉛且
■■罰■.p男竺旦尭どから､戸■mEh里争＝vF毎介っノウハウを学
星

◎。○ ○ ○ 0 0

1⑳ 専門

｡＝…匠冑む画■喰頁

詔血興を票脚舎雪■欧冑の在り本

丞､て寺一一

■且
｡■李喧の』■■曙を■かにす

竺酵の招輌丘について字塁

及苫、ご冑の在妨…要となる垂
。◎ 0 ○ ○ ○ 0 0

141 専門
不畳枝…虹罷を命える

一不昼住浄奇笥金靱ヱー
①虹

乱唖不畳…うてL求乖
◎ ◎ 0 0 ○ 0

1垣 専同
性のP…＝

乱危…杁詞n年を■して一
粘艮

ロー〔函少旺■>を脊晶鰐r位の多毎画にユ､毎ロf~＆垂韓

君丘一､て霊…に伝■墨俣…■空句■麺…胃更坦毎亨司
をユー里

○ 0 ◎ 0 ○ 0

1口 鞆
琴…記画･曇■輌応

一軸…画年琴■令舛竃一
の■ 霊野韓浮..‘た時の鯨｡司弐､き…4足Q…｡車力電 ○ ◎ 0 ○ ○ 0

1“ 耳門 …里.雨厨再,.｡貢画一 命貝 三二一や 作毎口可で命ロ例5－軒＝､＝ ○ ○ 0 。 0 0 0

1釘 卑門
屯■再■

L叩もの■■一いのらを大切『可“竃
有←(銚牧、

③皿
空伸雷(饗も極か麺蛙".－F】を栓に串､、ち坪声f-面

えて．“a宮一､秤ぷ．
◎ 。 ○ 0 0

1句 専同 笹を冑画モ偽墨町食冑 の■
『食幸凸･誼皆昼癒るため

再垂手立＝､~．

の方浅…~垂げる食寅を紐可るた品、■ ○ 0 ○ ○ 0

Iの 耳門

■

唖
一

国
別

』
琴

》
垂一

亭壷
G■ 一＝衝仔鑑｡壺事戸一団用垂嬰白の項且■…ぬ…、

て手写‐
◎ 0 0 ○

1句 専円 の、 …二一を~･瘤▼菖』－屯■重ろR料作成を”す塁 0 ◎ ○ ○

1口 朝
丁一

色■ 文…雷Lて戸■座広め．ここへ■匝永vr⑨穴ろ- ◎ ○ 0 ○ 0

1鋤 写門
口や雫、負〕壷■…

千■■の■力再甸几l

→耳、■角■人･地軍を位秒GI場＝

●且
子翼■内の睡血ユ色ご監肋ね.且字や館幽、ヘ々との秘台1唾丑して.■
ご些削をa材卸罷を手ぶ．

◎ ○ 0 ○ ○

1ﾖロ 専門
■酉毎(■再】蜜■喧田p

一目屋か巳宇二口皆…辱■仲因から

＝一

●且
言一戸嘩令．目画の軸･PPD江､て②皿飼を亜b､戸璽三幸年…のピン

確反る.正亀谷■…の丑局轄■皿の扣毎＠画の竃とする．
○ 0 0 ○ 。

1画 叩
稗■ご司百叉心■凸
奄昼値料を超几…から､明日の貝

■～一

●且
■~の今■1-上り.曲技画･紋恥研究を知り.牢1－生かすとと窪、

壷…る．
○ ⑥ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

1卿 専円

璽一宙r

…の知郡､世界.見てみよう.”

ワールド8－■子■■甸考便って一

凸■
竃子野一一m■画･邑伸･賦料仲りを和．
型型一室ザ6当字ヨの活用方茂を寺える．

■子Fーの鯉を知呉上と似二
◎ ○ ○ ○ 0

1釦 専門
更？一口■

、…句…､世界.見てみようﾛﾅﾉ

ﾜｰ畔T 一■子■‐垂って一

●風
匝審一命■■･恥■四句リを郭.■子■F晶詑畳痴挫上幽二
ご旦戸挙帝ろ里＝⑩思用方氏を今える．

◎ ○ ○ ○ 0

1詞 専門
■稗一口ロ

貢R梁や零aで■う今恥辱の正し4，
⑲且

霊…且劃fた小囚油輸位■や質冑方量.寓官合の~ぜ■津田
方建白■今芦才橲プ作りなどI－いて秤.生蚤屯挿写函貝金看醒

空茜"=むかせる~才ろ．

。◎ 0 ○ 0

1釦 専門
■戸瘤■■■

－■■各＝す辱哩面上■手羽先の骨煙
本作リー

｡且

■＝三十甲埋軍三して.肉食駒■や草宜耐宙･聞食…師電Wこ

い＝か■唖【手羽先)の行幡嘩却襲Lセキワイ回■⑪貫匝骨を
時面する里■ヰ■して極同■官I＝､＝塁

。。 0 0 ○

1卵 写門 旦葛冒壼
いての解巴一

Z
＝要ョに出てく些邑とl＝ 希亙

千Z市内麺Rしていみ卜－曲■の丘需内I型執る産物を舛猷として、
全通や函写り覗険陛位料抱”a材■文の一団とする．

。○ 0 0 ○

1曲 専門
■+員頁醒『■令再苧■■､

一記の千面市埴の更口軸二ついて一
玲且

準の千重市睡の文Ⅱ項につい

交戸＝←わる鹿囚を助ねるロ

~鰹陵.冑寓の配牙■付錘どの近世の
。○ 0 ○ 0

1艶 写門
軟冑｣(固再）

ね■

小垂軍.…年肛町中蔀では麺1年丘に■字■融ヰ■画に…ろ.そ
こ莚…か馳苓リア彼冑の実践l孝會な項待鍾甘凱ている.学■

”■■の改訂をうけて.これからの”'二瓦壷れら.痔ノア敏冑の裡角1－
。 ｡ ○ ○ ○

1町 写門

アフタヌー誰迅ナーユ

亜目:｢琴棄への字ぴ一プログラー

的里今の本買麺■毎町がめざすとユ
ー』〔仮称，

＄且
乗…金■＝亜令心舛報字■廊写昼凹に象されてL喝プログラョゴ■冑
にユ､て､中越となるブログラ哩的厘軸とら唾.小･亨・さ･大上、．…
を棲隼Fnh甑■＆冑の■の力を字呈

。。 ○ ○ ○

161 専門
ア”又一五五表.

「盗図からわかる見■師』(且陣)
句且

『麺■■とは日か?」唾画よりも■』二寸醒と卸巳くなっ唾Fの■”･わ
てL喝よう種勝氏”らない.どの…ぬ宮なのか.冥面にどう対犀寸れぱ

二qか.…報での舛応．田画回への鮮応1＝､て字星
◎ ○ ○ ◎ 0 0

f唾 専門
鞆禰嘩Fー■

巌貫嘩寅…一との■P愉立
＄且

■･申稚鋪色載る中.語たちを取り…氏どのよ罰二宜化Lて
･亜目か官一在り方上Iタツのような画か_■■を丑して＝マ

。。 ○ 0 ○ 市芦､■■酌■

1的 写門 尭逵垂宮夢畢■画(■■少呵■） の■
E敏年冠1，年未■の先生や.W別文■牧冑．手イキ→－にお■め
で十 m幸い瞳のエ■的、■や 封止碑審寄■は酌'三王基 ○ ◎ ○ ◎ 0



1，

ど 字ぺる■■氏頁■
唖

N◎

1脚

函
覗

専
門

曰修名

尭逹‐宇屍厚■■『■例執財）只ﾛﾛ星〔車伺繊財）尭逹‐宇屍厚■■『■例執財）

定
ま
一
風

氏
方

一
希

華
謎

内 容

空色宅を受■しお子牛を対象とした国■･要幸方が麺に■ん画､6
■揮戸輔づ分‐麺の■ 立てや子の封広野茸量る室冒一鵠盟雰畦諾溌影*悪評に包んでい6

＆
■
に
ら
更
な
竃
■
’

字■価■

欧
料
写
写
同
包
一

畳
毎
寅
■
・
岡
印
孜
■

■
■
喝
■
■
■
日
自
。
■
喧

ｆ
ど
も
一
口
●
Ｆ
又
■

0

生
徒
痴
巳
・
生
直
画
解

生
徒
痴
巳
・
生
直
画
解

世力

生使描卑

敏
寅
祖
陵
ロ
■
買
掴
厚

■
α
貢
■
畝
争
■
臣
予
ど
ら

。
■
■
・
全
■
上
ロ
五
■

人
佃
匝
両
・
同
■
対
応

■
屋
・
キ
ャ
リ
ア
ａ
官

◎

チ
ー
ム
字
枝
晋
文
え
る

成
艮
厩

◎

Ｏ

完
■
園

0

Ｏ

｜
諦
一

｜
悔
一

死
実
■

0

Ｏ

《

■
■
に
応
じ
た
肝
修

そ
の
旬

ｰ

一

' 1"’

四

|
噸

｜ 尭逼ロ写門 | 尭逼配
専門

口式毎＝のある子どもの逆m･駄労に

’|

’ － －－． -－ 一一 I
…が面■左子 l

ー
’希璽 |

軸巴

Iﾄｰ
IU便戸竺づ倉､子供の見立てやその対応を写える寅日．

見■■■のある子供たちの■凪や畝労写､符垂の貝体的な長から、ロ

、団碍供にどのような力や寅頁■力を身に付I姥せるぺ告かを辛晶

ｰー 当ーー

○

ｰ

00

ｰー

0

一

00

ｰ

口H◎ Ｏ
』
一0

』
０ Ｏ

’
一

◎

ｌ
Ｏ Ｏ

’
一

◎

ｌ
Ｏ

口廿に二上
T間 専同 への柑卑 ＄且ca 辞筏字ぴ昔乎な蔀に回わる先倖『-紫■ぬﾛ践密郵困唖子供

の口甸や心■の知函.四■さを軽師る扣卑華字夢．

辞筏字ぴ昔乎な蔀に回わる先倖『-紫■ぬﾛ践密郵困唖子供

の口甸や心■の知函.四■さを軽師る扣卑華字夢．
○ ◎| ，"’

噸

一
ｍ

1興

凸■■

_昌旦
な円

耳円

和の唯時口画P島
垂面巳や訳す浦f合一■､

認の特性F画面’一

字■･生津官■<中詫■）

l
日
田

⑧
蛤

勾且

小…写丑■宿…

方遥を知り牡､先皇n画

…≦一一一…回再…

・全田頭＝もて芋基艮律勢な

'－－℃．

･今量ウーロー■ーな里辱句な

麺…堅､…特牢蒋■冑一寸一一掌一曲麺…堅､…時津届■冑一寸一一掌一曲

の車例より.字■･亨垂寺＝U…

ｰー ←ー

。

。
ｰーー ｰーー

◎◎

◎◎
ｰー ｰー

0

0
ｰ

○

○
ｰ

○

○
－ー

l“ 専門
学PF全かせ志卜RFの扣旬

一写封壷やきユの控写f二垣〕一
色■

見音や■■の丑れが気I二なる認について.字且毎拝部できる見告

チーの仕方や叉■■について字ぶ．
0 。 ○ 0 0 0

l殉

、

専門

叩

宇争弓宝何奇一パーサル奇ｲン の■
手一q■唾回一一可回睡写唾つL●ー■四一一才”丁J1ジ

国■再■とP■巧■甸包な立て.畳■価一一（→凡汽インの今え

方や.禺体駝壷齢万壱学ぶ.■串づくりでお鴎の方r鈎師始

○

0

○

0

○○ ◎◎ 0

0

0

0

0

0

1冠 専門

って…､特浄古郡噴官

P栓ブ敏冑システム■歯去

〕四一

姶田

姶■
特圃文琿冑の昼叩■〔インクル→ブ唾官システ' 亘再滝■的

画写かど)について.今b知って臼きたい知武…への対応を字ぷ･
○ ○ 0 0 0 0

ｰ

Iね

174

、

壷

四一一

庵■…
西I の君

一

専門
酢
一一一

DH|専門

ぷ兜重陣宮の】
のア尋■歩少や雑
ために－

猛や声励宜、■■た鋪匪

…I津画一○車■＞で毎

（曽竃官愛掌會空曹里垂型】弓口

認”

の■|･画’

且

且

の
命 空写■醇宣、”遅迅して｡又■の万量津■を学ぶ守五竃の字已円垂車■P丘の”を皿して｡又■の方邑…学ぶ▽玉倉の字■内

0口ロ
l l0o

Ｏ

｡ ◎◎

00oC

０

ロ
○o

○

00

◎◎◎◎
口口ロ0

0

0

0o

0

0o
ロに二

、
’

一
ﾛ加

｜
、 輻

一
一

専門

専同

｜
垂
電
一

…叔必垂邦をつつむ
●■

亟捜が必要な翫匂且体釣文擾方途を卸りたL,少幸七強■ぬロ

■々…の停車■■を几る■力歩五かい字■■囹永ﾘの冥睡分考
■~鄙.呵りIユ､野侯への戸ロー困りの先生仁歩勇の。

’ ｡’l| l

０

ll
－
０
－
０

l||
一

’

◎

’

◎

｜
◎
｜
◎

lol

Ｏ

l
ｌ
Ｏ

l

Ｏ

l
ｌ
Ｏ

l

Ｏ

ｌ
Ｏ

■＝すえる ■■ 貝睦エ干自の見立て方や例■むへの対応.徳■の垂症､寅凶例
やロールプレイング■を■して学ぶ℃

0 ◎ 0 0 ◎

1万 専門
手戸守せ評あそびうた

｡且
密…■I,て津の画…乱､方を手写_唾君1七…方を且

画 札､先皇秤洩匡＝･何湧寺－．文…~今f▲宝■阜
0 0 0 0 0 0 0

1氾 叩 希■
…品一宅、9坤裡■エ…が一て声しむり垂牽
苛、…ｲ■ ：■■“唖｡尚▲生ロー▲■■｣■齢一生生■塁 。◎。 ◎ 0 0

I祠 専門
特F和唾冑茸イーー
宜鈍■盆

④且

n戸マー両一ｲ一任ﾘ万一､て稗■弓や.各一戸一盃

ぴ画■幸■I､て.”ヵを富める."■■勺＆睡曰拒君葡斡､ても
写…L秤星

0 ○ ○ ○ 0 ◎ 0 ○ 0 0

1m 専門 ニレ按藍二口、樋口f＝た函 凸且
ニルぽこ可埜めの専円的知■や個嘩食『-へいて・亭例卒堂宇Qか甜

写皐唇別支観字揮釦錘にも●勾睦り訂．
◎ 0 0 ◎ ◎ ◎

1師 叩 三時滝戸谷m微□(含ユ） の■
セロ…一旬する唖や陣■一口＝､て垂輻＝f酋垂方のﾏ、
座墾￥文■の笹輌星壹今？P車体 垂…■ロ香挿＝画体匡釣

“
◎ 0 ◎ ◎ 0 0

t■ 専門
ど…し<蓉踵■･再P、育

睡
｡■

午■生年垂母酉F産r仁拓専!=うい＝蛇甸や…実■を早

唾密睦.民■■間を側減る.…串の＝や､吟詐■…の 。0 0 0 ◎ ○

t幽 専門 こ…庫L<字冬”■工作、■両 G虹

の…函…を

■■ぬ1～邑年⑯全土賎 。0 ○ 0 。○

1卿 専門 ●■
■皇を巴唾津､”りあ■Eつくる辱■＝して.『密坤宣垂jを

見見する檀自を字兵特嗣文田字炉毎垂1-3…~せ､画も己■

を‐

。0 0 ◎ 0 0

1宙 専門 より上f牛全乳力露酎p古壁■ ●且
宜古垂甸って｡どう~て■えれ唾乢､の?昼､…を…品等今：
白介里邑の具体鯨白面⑪仕方一いて＝

◎ 0 ○ 0 0 0 0 ○

1■ 写門 幸…■■mI-固り■“菌字■ 争風
「生一回分の力で政り組む状現を■る』伸酔■の目的…■＝

◎ ○ 0 0 0 0 0 0

1町 報
骨岡古■字■の学■E■一学殴伍

孟.字■す■α墨右剰のQ“一
●■

狩酎文昼字邑の学団圃垂1戸おいて大やか＝上娩何か.ぺ君ン突甲爪

四■垂■を学屋と跡で倉る負宜な■毎．
○ 。0 ○ ◎ 0 0 0

T" 専門 特戸寸遍手雲幸三ョの■阜垂字享 ④臣
特戸寸喝字■の子供たちの■届や….将P年貝吟粒憂から、日
の首…庁脚mような力や買頁■力を身に罐せ亭曾かを字ぷロ

0 0 。 0 0 0

1m 専門
…

学屈め便■冑

塞和のE■期にどう■ ●且
BgF客。L四一口唖を詑始め壁彼仁鋺ろ.托導･文授の具体
晩事例を＝性低宵にお~の全て安全F…ぬ．

0 。0 0 ◎ 。

1m 専同
スモサイヂ毎

■

函鄙
曲

か
■

わ
■

く
碁

よ
く

①臣
憐■費専デイ淫スにヨ寿侯たちF■莞垂⑩今今芋対か 詞
艮デイって何T■再I 堂ほうぴいい7戸‐ｨにっL,秤皐

0 ○ ○ ○ ○ 0 0 0

101 輻
ス葎イデヰ貝

■

重Ｉ
，

凸
亘

か
■

わ
皿

く
実

よ
く 姑且

、モテ■ た先生が対欧.盆

Lて.必展な文■･口酋の仕刃
事■応の見字や■冑

て＝
0 0 ○ 0 ○ 0 0 0

1吋 叩 母国
■吾■の唾ての在り方や各■客、基■的伍■､■ぬこいお韓、更
■を偏りこれから心■酋害盛を字びぱ､巷向け⑳■■

0 ○ 0 0 0 0 。○

1画 専門
・田中ピ一V

分皿
田中ピネーVのF■ルー具体的禎宣方更の要aを押さ畳か壷■､麻碩窟
でを宴舞『-壁立つように学ぶ．

0 0 0 0 0 0 ◎ ◎

1“ 専門
WTSC－Ⅳ

⑲且 裾C一Ⅳの皿的な釦■を学び.挿容壁毎泊■も雨． 0 0 0 0 0 ○ 0 0

1画 専円
C－両

用）
鉛且 稚C－Fの検宣■■の分枅と.それを冠用いむ■の宜零竿星 0 0 ○ 0 ○ 0 0 0

1” 専円
心両趣＝口碓C－■

（初■･■■）
伶貿

■客■■の■い先生向けに.…一画の垂■…色歩ゆご方“ 0 ◎ ○ 0 0 0 0 0

1ﾛｱ 専同 特別文■■■ロ■凸 句且

再■垂少働■のための．■■■■のある霊4-亜搾■■寺と釣■向
け.貝体恥描■･文■'二ついて.SST＝かﾝ卜告ニング､蛇Tの
冠尼方蛍写を琴．

◎ 0 0 0 0 。○ ○

1■ 和 筒圃文■故冑牟■■■ ｡且
ワ向ﾜn年のオリンピ”･パラリンピ”'二肉歴.画害む唾や共生社

会の実画を目宛L,今で倉星三上書考えも■会封る｡
。 0 ○ ◎ ○ ◎ 0



10



～～～～～～～～～～～～～～～～

議案説明

千葉市教職員研修計画等につい

条第11号の規定に基づき、議決

千葉市教育委員会組綴

めるものであります．
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